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１．開 会 

２．あいさつ 

３．会議の公開・非公開の決定 

４．議 事 

（１）津波浸水予測の条件設定について 

（２）推計震度の条件設定について 

（３）地震・津波被害想定の分かりやすい公表について 

（４）その他 

５．閉 会 

 



[配布資料] 

・資料１   地震・津波シミュレーションの主な条件設定（案） 

・資料２－１ 津波浸水想定設定の流れ 

・資料２－２ 本県で過去に発生した津波高の整理及び再現計算による津波高の

算出について 

・資料２－３ 最大クラスの津波の対象波源モデルの選定について 

・資料２－４ 発生頻度の高い津波の対象波源モデルの選定について 

・資料３   推計震度の条件設定について 

 （資料３参考資料１） 各種公表モデル資料集 

 （資料３参考資料２）推計震度の算定手法 

・資料４－１ 地震・津波被害想定の県民の方々への分かりやすい公表について 

・資料４－２ 公表資料とそのねらい 

・資料４－３ 公表資料のイメージ 



1

地震地震地震地震・・・・津波津波津波津波シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーションのののの主主主主なななな条件設定条件設定条件設定条件設定（（（（案案案案））））

資料資料資料資料１１１１

 条件条件条件条件    これまでのこれまでのこれまでのこれまでの調査委員会調査委員会調査委員会調査委員会でのでのでのでの決定事項決定事項決定事項決定事項    地震地震地震地震・・・・津波津波津波津波シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーションのののの設定条件設定条件設定条件設定条件変更案変更案変更案変更案    

波源波源波源波源モデルモデルモデルモデル    ケースケースケースケース４４４４、、、、ケースケースケースケース５５５５    設定設定設定設定したしたしたした地域海岸地域海岸地域海岸地域海岸ごとにごとにごとにごとに卓越卓越卓越卓越したしたしたしたケースケースケースケースをををを選定選定選定選定    

堤防条件堤防条件堤防条件堤防条件    

①①①①津波津波津波津波がががが堤防堤防堤防堤防をををを越越越越えるとえるとえるとえると堤防堤防堤防堤防なしなしなしなし    

②②②②地震発生地震発生地震発生地震発生３３３３分後分後分後分後にににに堤防堤防堤防堤防なしなしなしなし    

③③③③土堤土堤土堤土堤７５７５７５７５％％％％沈下沈下沈下沈下・・・・構造物構造物構造物構造物１００１００１００１００％％％％沈下沈下沈下沈下    

((((津波津波津波津波がががが堤防堤防堤防堤防をををを越越越越えるとえるとえるとえると堤防堤防堤防堤防なしなしなしなし))))    

④④④④堤防高堤防高堤防高堤防高をををを周囲周囲周囲周囲のののの地盤地盤地盤地盤のののの液状化沈降量相当分沈下液状化沈降量相当分沈下液状化沈降量相当分沈下液状化沈降量相当分沈下    

((((津波津波津波津波がががが堤防堤防堤防堤防をををを越越越越えるとえるとえるとえると堤防堤防堤防堤防なしなしなしなし））））    

③③③③土堤土堤土堤土堤７５７５７５７５％％％％沈下沈下沈下沈下・・・・構造物構造物構造物構造物１００１００１００１００％％％％沈下沈下沈下沈下    

((((津波津波津波津波がががが堤防堤防堤防堤防をををを越越越越えるとえるとえるとえると堤防堤防堤防堤防なしなしなしなし))))    

津波津波津波津波    

背後地盤背後地盤背後地盤背後地盤    液状化沈下量相液状化沈下量相液状化沈下量相液状化沈下量相当沈下当沈下当沈下当沈下    変更変更変更変更なしなしなしなし    

最最最最

大大大大

クククク

ララララ

スススス    

地震地震地震地震    震源震源震源震源モデルモデルモデルモデル    陸側陸側陸側陸側ケースケースケースケース    

内閣府内閣府内閣府内閣府のののの４４４４ケースケースケースケース    

（（（（基本基本基本基本ケースケースケースケース、、、、東側東側東側東側ケースケースケースケース、、、、西側西側西側西側ケースケースケースケース、、、、陸側陸側陸側陸側ケースケースケースケース））））    

波源波源波源波源モデルモデルモデルモデル    

①①①①東海東海東海東海・・・・東南海東南海東南海東南海・・・・南海地震南海地震南海地震南海地震(2003(2003(2003(2003 中防中防中防中防 3333 連動連動連動連動モデルモデルモデルモデル))))    

②②②②東南海東南海東南海東南海・・・・南海地震南海地震南海地震南海地震(2003(2003(2003(2003 中防中防中防中防 2222 連動連動連動連動モデルモデルモデルモデル））））    

③③③③宝永地震宝永地震宝永地震宝永地震((((相田相田相田相田モデルモデルモデルモデル))))    

④④④④安政南海地震安政南海地震安政南海地震安政南海地震((((相田相田相田相田モデルモデルモデルモデル))))    

設定設定設定設定したしたしたした地域海岸地域海岸地域海岸地域海岸ごとにごとにごとにごとに卓越卓越卓越卓越したしたしたしたモデルモデルモデルモデルをををを選定選定選定選定    

堤防条件堤防条件堤防条件堤防条件    津波津波津波津波がががが堤防堤防堤防堤防をををを越越越越えるとえるとえるとえると堤防堤防堤防堤防なしなしなしなし    変更変更変更変更なしなしなしなし    

津波津波津波津波    

背後地盤背後地盤背後地盤背後地盤    液状化沈下量相当沈下液状化沈下量相当沈下液状化沈下量相当沈下液状化沈下量相当沈下しないしないしないしない。。。。    変更変更変更変更なしなしなしなし    

発発発発

生生生生

頻頻頻頻

度度度度

のののの

高高高高

いいいい    

地震地震地震地震    震源震源震源震源モデルモデルモデルモデル 波源波源波源波源モデルモデルモデルモデルとととと同一同一同一同一のののの地震地震地震地震のののの震源震源震源震源モデルモデルモデルモデル    ４４４４モデルモデルモデルモデル    

直直直直

下下下下

型型型型    

地震地震地震地震    震源震源震源震源モデルモデルモデルモデル 

文部科学省地震調査研究推進本部文部科学省地震調査研究推進本部文部科学省地震調査研究推進本部文部科学省地震調査研究推進本部がががが公表公表公表公表しているしているしているしているケースケースケースケースのののの

うちうちうちうち、、、、各市町各市町各市町各市町のののの最大震度及最大震度及最大震度及最大震度及びびびび最大被災人口最大被災人口最大被災人口最大被災人口がががが発生発生発生発生しているしているしているしている

ケースケースケースケースをををを選定選定選定選定    

文部科学省地震調査研究推進本部文部科学省地震調査研究推進本部文部科学省地震調査研究推進本部文部科学省地震調査研究推進本部がががが公表公表公表公表しているしているしているしているケースケースケースケース    
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津波浸水想定設定の流れ
資料資料資料資料２２２２－－－－１１１１

１１１１ 本県本県本県本県でででで過去過去過去過去にににに発生発生発生発生したしたしたした津波津波津波津波のののの実績津波高実績津波高実績津波高実績津波高のののの整理整理整理整理

２２２２ 再現計算再現計算再現計算再現計算によるによるによるによる津波高津波高津波高津波高のののの算出算出算出算出

・実績津波高が十分得られない場合、過去津波の再現計算

（シミュレーション）を実施し、データを補完

３３３３ 津波浸水想定津波浸水想定津波浸水想定津波浸水想定をををを行行行行うううう対象波源対象波源対象波源対象波源モデルモデルモデルモデルのののの選定選定選定選定

・１や２で得られた津波高や国が過去に津波浸水想定を実施した

際に算出した津波高のデータを「地域海岸」ごとに整理し、実際

に津波浸水想定を行う対象波源モデルを選定

４４４４ 津波浸水想定津波浸水想定津波浸水想定津波浸水想定のののの設定設定設定設定

・３で得られた対象波源モデルで、本県が作成した詳細な地形

データでシミュレーションを実施し、津波浸水想定（津波高、津波

浸水域等）を設定
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1. 本県において過去に発生した津波 

 
本県において過去に発生した津波としては、南海トラフを震源とする地震に伴う津波やチリで発生した

地震による遠地津波などが知られている。（表－１） 
南海トラフでは、マグニチュード８クラスの地震が 90～150 年程度の間隔で繰返し発生し、それに伴う

津波が本県沿岸にも来襲している。しかし、本県は、瀬戸内海側に位置しており、しかも、東側は紀伊水

道や淡路島、西側は豊後水道、佐田岬半島、芸予諸島などに囲まれていることから、太平洋側から来る津

波が減衰し、そのため、四国の太平洋側と比べると津波高はかなり低い。 
 
 

表－１ 香川県沿岸に影響を及ぼした既往津波 

発生年 地震名 震源 地震の規模 
(M) 

痕跡の有無 
（香川県） 

最大痕跡高 
（参考） 

684 年 白鳳南海地震 南海トラフ 8.0～8.3 × － 
887 年 仁和地震 南海トラフ 8.0～8.5  × － 

1096 年 永長地震 南海トラフ 8.0～8.3  × － 
1099 年 康和地震 南海トラフ 8.0～8.3  × － 
1361 年 正平地震 南海トラフ 8.4  × － 
1498 年 明応地震 南海トラフ 8.6  × － 
1605 年 慶長地震 南海トラフ 7.9  × － 
1707 年 宝永地震 南海トラフ 8.6  ○ 3.0m 

1854 年 安政東海地震 
安政南海地震 南海トラフ 8.4  ○ 1.5m 

1944 年 東南海地震 南海トラフ 7.9  × － 
1946 年 昭和南海地震 南海トラフ 8.0  ○ 0.9m 
1960 年 チリ地震 チリ沖 9.5  ○ 0.2m 
2011 年 東北地方太平

洋沖地震 太平洋三陸沖 9.0 ○ 0.17m 

（出典：日本津波被害総覧（第 2 版）、東北大学津波痕跡データベース他） 
 
 
 

年度 南海地震

684年 ①天武地震

887年 ②仁和地震

1096年

1099年 ④慶和地震

1361年 ⑤正平地震

1498年

1605年

1707年

1854年 ⑩安政南海地震

1944年

1946年 ⑫昭和南海地震

2012  年

⑥明応地震

⑦慶長地震

⑧宝永地震

③永長地震

東南海地震 東海地震 連動地震の発生領域

⑪昭和東南海地震
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 ⑨安政東海地震

①[天武地震(684)  M8.3]

②[仁和地震(887)  M8.3]

④[慶和地震(887)  M8.3]　　③[永長地震(887)  M8.3]

⑤[正平地震(1361)  M8.4]

⑥[明応地震(1498)  M8.3]

⑦[慶長地震(1605)  M7.9]

⑧[宝永地震(1707)  M8.6]

⑩[安政南海地震(1854)  M8.4]　　⑨[安政東海地震(1854)  M8.4]

⑫[昭和南海地震(1946)  M8.0]　　⑪[昭和東海地震(1944)  M7.9]

203年

212年

262年

244年

102年

147年

92年

402年

107年

102年

147年

90年

147年

102年

107年

2
1

9
2

32時間後に発生

 
図－１ 南海トラフ地震の発生頻度と発生域 

 

資料資料資料資料２２２２－－－－２２２２    

本県本県本県本県でででで過去過去過去過去にににに発生発生発生発生したしたしたした津波高津波高津波高津波高のののの整理及整理及整理及整理及びびびび    

再現計算再現計算再現計算再現計算によるによるによるによる津波高津波高津波高津波高のののの算出算出算出算出についてについてについてについて    
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2. 過去に発生した津波の実績津波高の整理 
2.1 資料の収集 

本県において過去に発生した津波の実績津波高については、「東北大学津波痕跡データベース」及び「日

本被害津波総覧（第 2 版）」のデータを基本とする。 
東北大学津波痕跡データベースは、津波痕跡データ（津波がその場所に到達したことを示す情報）を原

子力発電所等の安全性評価に活用するために、津波専門家との協働で整備されたもので、登録された約

25,000 件のデータは、専門家による精査によって痕跡の信頼度が、表－２のとおり付与されている。本県

では、痕跡の場所や津波高が具体的に特定可能である「信頼度Ａ（信頼度大なるもの）」及び「信頼度Ｂ(信
頼度中なるもの)」のデータを採用する。 

日本津波被害総覧（第 2 版）【渡邉偉夫著 東京大学出版会 1998】は、津波発生のメカニズムに加え、

将来の津波研究に欠かせない過去の歴史地震による津波被害に関する情報が国内外を問わず広く収集整

理したものである。なお、本資料に記載された痕跡のうち、東北大学津波痕跡データベースと重複とする

ものは、データベースを基に検討する。 
  

表－２ 東北大学津波痕跡データの信頼度 

        
 

2.2 資料の検討 

「東北大学津波痕跡データベース」及び「日本被害津波総覧（第２版）」に記載されているデータは、

表－３のとおり、宝永地震４件、安政南海地震４件、昭和南海地震６件の１４件となっている。なお、日

本被害津波総覧(第２版)には、香川県の津波痕跡については記載されていないことから、津波痕跡データ

ベースの「信頼度」によって、データを採用するか判断する。 
まず、宝永地震については、４件のデータがあるが、「到達地点が不明」として信頼度Ｃが２件、「参考

値にとどまるもの」として信頼度Ｄが１件、信頼度Ｚが１件となっており、採用すべきデータはない。 
安政南海地震については、「資料が全く信頼できない」として信頼度 X が３件、信頼度 Z が１件となっ

ており、採用すべきデータはない。 

昭和南海地震については、高松検潮所で観測されたデータが信頼度Ａとなっているが、その他の５件は、

信頼度 Z となっており、採用すべきデータは、信頼度Ａの１件となっている。 
 

表－３ 津波痕跡一覧 
地震 緯度 経度 痕跡パターン 測定基準面 津波痕跡高

痕跡信頼

度

① 高松市　玉藻公園（高松城跡） 34.35194 134.0517 － 平均海面上 3 D

② 小豆郡小豆島町　坂手港 34.45556 134.3211 － 平均海面上 2 C

③ 丸亀市　土器川河口部 34.30056 133.8025 － 平均海面上 2 C

④ 高松市　玉藻公園（高松城跡） 34.35194 134.0517 － － 0 Z

⑤ 高松市　玉藻公園（高松城跡） 34.35194 134.0517 浸水高 － 1.5 X

⑥ 坂出市　木沢港 34.37972 133.9214 浸水高 － 1 X

⑦ 三豊市　石川(石川橋地点） 34.21917 133.6869 浸水高 － 1.5 X

⑧ 高松市　玉藻公園（高松城跡） 34.35194 134.0517 記載なし － Z

⑨ 高松市　高松町 34.33619 134.1134 浸水高 M.S.L. 0.9 Z

⑩ 高松市 34.33619 134.1134 浸水高 M.S.L.. 0.9 Z

⑪ 高松市 34.33619 134.1134 浸水高 M.S.L.. 0.9 Z

⑫ 高松市（高松港船揚場付近） 34.35194 134.0506 浸水高 M.S.L.. 0.9 Z

⑬ 高松検潮所 34.35139 134.0569 浸水高

年平均水面

(T.P.)

0.25

(0.88※)

A

⑭ 高松市 34.35139 134.0569 浸水高 － 0.3 Z

①、④、⑤、⑧は同一地点　⑨、⑩、⑪は同一地点 、⑬、⑭も同一地点

※ ⑬の年平均水面は0.63であることから換算水位はT.P.0.88

安政南海

宝永地震

昭和南海

地点

  
 
2.3 まとめ 

本県において、具体的な津波高として信頼することのできる痕跡は、昭和南海地震の際に高松検潮所で

観測されたデータ１件のみで、過去に発生した津波の津波高を検証するには、データが不足しており、再

現計算（シミュレーション）を実施して、データを補完する必要がある。 
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3. 再現計算による津波高の算出 
3.1 再現計算を行う津波 

再現計算を行う津波について、昭和南海地震は、本県で唯一信頼できる津波高データがあるが、そ

の高さは 0.9ｍで、宝永地震や安政南海地震による津波高より小さいと推測できること、その波源が

安政南海地震波源とほぼ同一で、規模も小さく、高知県、徳島県などと異なり紀伊水道、豊後水道か

らの伝播で、波源からの波向きによる津波高の増大なども少ないと考えられることから、対象とはし

ない。 
したがって、対象とする地震は、宝永地震と安政南海地震とする。 
以上については、平成 24 年 10月 22 日に開催した「香川県地震・津波被害想定調査委員会（第 4

回）」に諮り、了承を得たものである。 
 

表－5 再現計算を行う津波 
発生年 地震名 震源 地震の規模（Ｍ） 
1707 年 宝永地震 南海トラフ 8.6 
1854 年 安政南海地震 南海トラフ 8.4 

 
 

【参考】 
東北大学津波痕跡データベースに記載されている高松港地点における津波痕跡高を整理すると、図―

３のとおりである。信頼度に違いはあるが、宝永地震、安政南海地震に比べ、昭和南海地震による津波

高は定性的には低いと推察される。 
また、南海トラフ地震の香川県への津波の到達ルートにおける徳島県の海岸毎の痕跡水位のデータを

図―４に示すが、宝永地震、安政南海地震に比べ昭和南海地震の波高は小さい。 
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図－３ 高松港既往津波高実績 
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図－４ 徳島県地域海岸における歴史津波高 

 
3.2 宝永地震と安政南海地震の波源モデルについて 

宝永地震と安政南海地震の波減モデルについては､これまで色々なモデルが提案され、検証が行わ

れている。 
本県では、「日本の地震断層パラメタ－・ハンドブック」に提案されている断層の中から、平成 24

年 10月 22 日に開催した「香川県地震・津波被害想定調査委員会（第 4回）」に諮った上で、下記の

モデルを選定した。 
① 宝永地震モデル  ：相田(1981)モデル 

② 安政南海地震モデル：相田(1981)モデル 
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① 宝永地震モデル 
宝永地震モデルの代表的なものとして、相田（1981）モデルや Ando（1975)モデルなどがある。 
相田モデルは津波数値解析と津波痕跡水位の検証を踏まえモデル化されたもので、四国側の断層と

して 4種類のモデルを用いて津波痕跡と比較して選定されたモデルである。村上らによる検証※によ

ると、本県に影響する津波の影響範囲での南四国、甲浦領域において実測値と適合性が高く、精度が

高いモデルとして示されており、さらに、近県（徳島県、愛媛県）でも用いられている。 
上記のことから、安政南海地震も出るとして、相田モデル（1981）を用いる。 
※ 村上仁士・伊藤貞彦・山本尚明：各種断層モデルによる四国沿岸域の津波シミュレーションに

関する考察（徳島大学工学部研究報告 第 41号(1996） 

 

 
 
図－5 宝永地震・相田モデルの初期地盤変動量 

 
 

② 安政南海地震モデル 
安政南海地震モデルの代表的なものとして、相田（1981）モデルと Ando（1975)モデルなどがあ

る。 
相田モデルは、1964 年の Matuzawa の報告に基づき、大きな地殻変動が紀伊水道の奥まで及んで

いたとして紀伊半島側の断層を北側にずらしたものであり、紀伊水道のずれ量も Ando の 4.0m に対

し 4.7m と規模も大きく、紀伊水道からの津波の伝播を受ける本県としては安全側の評価となる。 
また、村上らによる検証でも、本県に影響する南四国において実測値と適合性が高く、さらには、

近県（徳島県）でも波源モデルとして用いられている。 
上記のことから、安政南海地震モデルとして相田モデル（1981）を用いる。 

 

 

 
図－6 安政南海・相田モデルの初期地盤変動量 

Ando（1975） 相田（1981） 

 
 

 

 
 

 

Ando モデル,1975 相田モデル,1981 
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3.3 再現計算の解析条件 

 

再現計算における解析条件は、内閣府南海トラフの巨大地震のモデルを用いて解析を行った。過

去の津波の再現では、初期潮位が不明であり、詳細な検証は困難なことから内閣府モデルの 30m
領域モデルを用いて解析を行った。 

過去津波時の地形条件としては、国土地理院の古地図（明治 43 年測図、昭和 3 年測図）を用い

て現況の沿岸部との差分地形について削除し、過去の地形を再現した。 
右図に高松港、坂出港周辺で削除した地形範囲を示す。（赤線枠が現況の沿岸線） 
 
・ 地形の修正においては、大規模な埋立地形について削除した。 
・ 削除した区域の海底地形は、埋立地の沖合海底地形から周辺海岸の海底地形形状を参考にす

り付けを行った。すり付けた陸側の地盤高は、過去地形での海岸線位置での現況の地盤高と

した。 
 
 
 

表－６ 再現計算条件 

 

 
図－7 沿岸地形の修正事例（高松港） 

 
図－8 沿岸地形の修正事例（坂出港） 

設定項目 諸元 
宝永地震モデル：相田(1981)モデル 

波源、断層モデル 
安政南海地震モデル：相田(1981)モデル 

地形モデル 2012 年内閣府地形モデルをもとに、過去には存在しなかったと判断され

る施設を古地図から判読し、削除することで過去地形を再現した 
堤防条件 堤防なし条件 
計算格子 2430m→810m→270m→90m→30m 
計算潮位 T.P.0.0 
計算時間 12時間 

坂出港の大規模な

埋立地形の修正 

高松港の大規模な

埋立地形の修正 

埋立沖合の海底地形と古地

図の海岸線位置の現況標高

で周辺区域の海底地形を参

考に修正 

周辺の海底地形を地形

の削除する区域で参照 

修正は海岸部の

地形のみ修正 
陸域は未修正 
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表－７ 再現計算モデル 

領域名

メッシュ

サイズ(m)

南西端

座標X(m)

南西端

座標Y(m)

北東端

座標X(m)

北東端

座標Y(m)

メッシュ数

X方向

メッシュ数

Y方向

2430-01 2430 -730200 -857700 1019400 454500 720 540

0810-01 810 -487200 -371700 727800 430200 1500 990

0270-01 270 -252300 -55800 201300 211500 1680 990

0090-05 90 66300 73800 179700 149400 1260 840

0090-06 90 4200 108900 85200 184500 900 840

0090-07 90 -66000 95400 23100 173700 990 870

0030-15 30 71700 130500 109500 145800 1260 510

0030-16 30 37500 139500 75300 160200 1260 690

0030-17 30 38400 154800 81600 175500 1440 690

0030-18 30 6900 132300 41100 163800 1140 1050

0030-19 30 -10200 105300 22200 144900 1080 1320

昔津波計算メッシュ（内閣府モデル）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
図－9  内閣府提供解析モデルメッシュ

270m 

810m 

2430m 

30m 
90m 
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3.4 再現計算結果 
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再現計算結果（四国沿岸の津波水位）
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再現計算結果（小豆島沿岸の津波水位）
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1. 地域海岸の設定方法 
 L2 津波の地域海岸は、「設計津波の水位の設定方法などについて、平成 23 年 7 月 11 日 国土交通省水管理・

国土保全局海岸室、港湾局海岸・防災課」（以下、通達）に則り行った。 
 最大クラスの津波に対する地域海岸設定は、香川県沿岸地形の特徴及び内閣府南海トラフ巨大地震シミュレ

ーション結果を基に分割した。 
表－１ 地域海岸の設定指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
2. 地域海岸の設定（L2 津波） 
 L2 津波の地域海岸としては、香川県の沿岸形状、波向きを考慮して６つに区分した。 
島嶼部については、沿岸部地域海岸域に応じて区分を行った。 

表－２ 地域海岸設定 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指標・設定根拠 区分条件 備考 
A：沿岸の向き 沿岸の向きが大きく変化する箇所で区分  

B：岬・岩崖 
想定される津波波向に対して突き出す形

状の岬・岩崖で区分 
 

Ｃ：島嶼部 ・島がまとまって存在する島嶼部に対し

て区分する。  

D：波高分布 沿岸域での津波波高の特性に応じて区分 
内閣府南海トラフ巨大地震 11 ケースのシミュ
レーション結果の沿岸津波高を参照 

 地域海岸名 関連市町 設定根拠 備考 
地域海岸１ 西讃 観音寺市、三豊市 Ａ 海岸線が南北方向 
地域海岸２ 中讃 三豊市、多度津町丸亀市、

宇多津町、坂出市 Ａ，Ｂ 海岸線は東北方向 

地域海岸３ 高松 高松市、さぬき市 Ａ，Ｂ 海岸線は東西方向 
地域海岸４ 東讃 さぬき市、東かがわ市 Ａ，Ｂ 海岸線は東南方向 
地域海岸５ 小豆島南・西岸 小豆島町、土庄町、直島町 Ａ，Ｂ  
地域海岸６ 小豆島北・東岸 土庄町、小豆島町 Ａ，Ｂ  
地域海岸７ 塩飽諸島 多度津町、丸亀市、坂出市 

Ｃ  

最大最大最大最大クラスクラスクラスクラスのののの津波津波津波津波のののの対象波源対象波源対象波源対象波源モデルモデルモデルモデルのののの    

選定選定選定選定についてについてについてについて    

資料資料資料資料２２２２－－－－３３３３    
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図－１ 地域海岸分割図 
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3. 波高グラフと断層モデル選定 
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権 現 鼻

丸山 

釈迦ヶ鼻 

坂手港奥 

内海港最奥 

土庄港奥 

妙見崎 

ハヤ崎 
室崎 

蕪崎 

福田港 

金ヶ崎 
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地域海岸地域海岸地域海岸地域海岸１１１１（（（（西讃西讃西讃西讃））））

愛媛県境 豊浜港 柞田川 観音寺港 財田川 室本港 仁尾港 大浜 三崎
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高
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高
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(m
)

ケース1 ケース2 ケース3

ケース4 ケース5 ケース6

ケース8 ケース9 ケース10

ケース11 ケース7 2003年中防 東海・東南海・南海　３連動

2003年中防 東南海・南海 ２連動 安政南海(相田モデル） 宝永地震(相田モデル）

地域海岸 １（愛媛県境～三豊市三崎） 

観音寺市ではケース７が卓越し、室本港北から三豊市ではケース４,11 が卓越する。ケース 4,11 がケース７を上回る波高は７cm で

ありケース７採用する。 

地域海岸 １（愛媛県境～三豊市三崎） 

ケース７ 

観音寺市 

三豊市 

愛媛県境 

三崎 

大浜 
室本港 

観音寺港 

柞田川 
豊浜港 

仁尾港 
財田川 

ケース４、１１が卓越する 

ケース別最高波高出現頻度図 

ケース７が卓越する 
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地域海岸地域海岸地域海岸地域海岸２２２２（（（（中讃中讃中讃中讃））））

三崎

高谷鼻 弘田川
多度津港

西端

全倉川 西浦漁港 大崎ノ鼻詫間港 坂出港丸亀港奥 青梅川
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ケース1 ケース2 ケース4

ケース5 ケース6 ケース7

ケース8 ケース9 ケース10

ケース11 ケース3 2003年中防 東海・東南海・南海　３連動

2003年中防 東南海・南海 ２連動 安政南海(相田モデル） 宝永地震(相田モデル）

地域海岸２（三豊市三崎～高松市大崎の鼻） 

ケース 2,3,4 が卓越するが、ケース 3 に対し他のケースが上回る水位は最大 6cm であることからケース 3

を選定する。 

地域海岸 ２（三豊市三崎～高松市大崎ノ鼻） 

ケース３ 

三豊市 丸亀市 高松市 

４ 

三崎 

丸亀港奥 

多度津港 
西端 

弘田川 

詫間港 
金倉川 

青梅川 

大崎ノ鼻 
西浦漁港 

坂出港 

坂出市 

高谷鼻 

ケース別最高波高出現頻度図 
5 

金倉川 
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地域海岸地域海岸地域海岸地域海岸３３３３（（（（高松高松高松高松））））

大崎ノ鼻
神在鼻 長崎ノ鼻 庵治港 根太鼻 太鼓鼻 志度湾奥 大串岬 馬が鼻高松港奥
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ケース1 ケース2 ケース3

ケース5 ケース6 ケース7

ケース8 ケース9 ケース10

ケース11 ケース4 2003年中防 東海・東南海・南海　３連動

2003年中防 東南海・南海 ２連動 安政南海(相田モデル） 宝永地震(相田モデル）

地域海岸３（高松市大崎の鼻～さぬき市馬が鼻） 

ケース4が全域にわたり卓越する。ケース4に対し他のケースが上回る水位は最大8cmであるこ

とからケース4を選択する。 

地域海岸 ３（高松市大崎ノ鼻～さぬき市馬が鼻） 

ケース４ 

三豊市 

太鼓鼻 

志度湾奥 

大串岬 

大崎ノ鼻 

馬が鼻 

高松市 

長崎ﾉ鼻 

根太鼻 

神在鼻 
庵治港 

ケース別最高波高出現頻度図 

高松港奥 
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地域海岸地域海岸地域海岸地域海岸４４４４（（（（東讃東讃東讃東讃））））

馬が鼻 江泊 津田港 鵜部の鼻 三本松港 白鳥岬 安戸港 引田港 徳島県境
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ケース1 ケース2 ケース4

ケース6 ケース7 ケース8

ケース9 ケース10 ケース11

ケース5 ケース3 2003年中防 東海・東南海・南海　３連動

2003年中防 東南海・南海 ２連動 安政南海(相田モデル） 宝永地震(相田モデル）

地域海岸４（さぬき市馬が鼻～徳島県県境） 

 全域においてケース 3,5 が卓越する。ケース 3＞ケース 5 の差が最大 32cm、ケース

5＞ケース 3 の差が最大 46cm となることからケース 3，ケース 5 を選択する。 

地域海岸 ４（さぬき市馬が鼻～徳島県県境） 

ケース３，ケース５ 

安戸港 徳島県境 

引田港 

津田港 

馬が鼻 

江泊 

白鳥岬 

鵜部の鼻 

三本松港 

さぬき市 

 
東かがわ市 

7 
ケース別最高波高出現頻度図 

内閣府モデル境界

部による不連続 

ケース５が卓越する ケース３が卓越する 
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地域海岸地域海岸地域海岸地域海岸５５５５（（（（小豆島南小豆島南小豆島南小豆島南・・・・西岸西岸西岸西岸））））

池田港奥
釈迦ヶ鼻

内海湾最奥 権現鼻 坂手港奥 大角鼻
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戸形崎
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ケース10 ケース11 安政南海(相田モデル）

宝永地震(相田モデル） 中防 東南海・南海　２連動 中防 東海・東南海・南海 ３連動

大角鼻 

池田港奥 

戸形崎 

権 現 鼻

丸山 
釈迦ヶ鼻 

坂手港奥 

内海港最奥 

蕪崎 

土庄港 

地域海岸５（小豆島南・西岸） 

全域に渡りケース4,5が卓越する。ケース4＞ケース5の差が最大16cm、ケース5＞ケース4の差が最大

35cmとなることからケース4，ケース5を選択する。戸形崎の一部でケース8が卓越（ケース4,5に対し

12cm）することからケース8も選択する。 

地域海岸 ５（小豆島南・西岸） 

ケース４，ケース５,ケース８ 

ケース別最高波高出現頻度図 

ケース 4,5 に対しケー

ス 8 が 12cm 卓越する 
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地域海岸地域海岸地域海岸地域海岸６６６６（（（（小豆島北小豆島北小豆島北小豆島北・・・・東岸東岸東岸東岸））））

蕪崎 ハヤ崎
妙見崎 金ヶ崎

大角鼻
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中防 東南海・南海　２連動 中防 東海・東南海・南海 ３連動 ケース1

ケース2 ケース3 ケース6

ケース7 ケース8 ケース9

ケース10 ケース11 ケース5

ケース4 安政南海(相田モデル） 宝永地震(相田モデル）

地域海岸６（小豆島北・東岸） 

 全域において、ケース4,5,9が卓越する。ケース9も卓越するがケース4との差は4cmであり、ケース4,5を

選択する。 

地域海岸 ６（小豆島北・東岸） 

ケース４，ケース５ 

大角鼻 

妙見崎 

ハヤ崎 

金ヶ崎 

蕪崎 

ケース別最高波高出現頻度図 

ケース４が卓越する 
ケース４が卓越する ケース５が卓越する 
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広島 

本島 
手島 

小手島 

有人島 

櫃石島 

岩黒島 

与島 

佐柳島 

高見島 

地域海岸７（塩飽諸島：櫃石島、岩黒島、与島、本島、広島、手島、小手島、佐柳島、高見島） 

塩泡諸島全域ではケース1,7が卓越する。 

櫃石島、岩黒島、与島はケース10が卓越するがケース７との差は6cmであり、全域で卓越するケース７を選択する。 

本島は各ケースが同じような波高を示すが、ケース７に対し差は8cm程度でありケース7を選択する。 

広島はケース1,6,7が卓越する。手島、小手島は崖地形が多いが、ケース7が卓越する。 

高見島、佐柳島ではケース7が卓越する。広島、手島、小手島、高見島、佐柳島はケース7を選択する。 

距離は 
地点から矢印の

方向に算出 

家島局島

荒神

島

向島

津
波
高
(
m
)

ケース１

ケース２

ケース３

ケース４

ケース５

ケース６

ケース７

ケース８

ケース９

ケース１１

1854年安政南海（相田モデル）

1707年宝永地震（相田モデル）

中防　東南海・南海　2連動

中防　東海・東南海・南海　3連動

地域海岸 ７（塩飽諸島） 

ケース７ 

注）櫃石島、黒岩島、与島は島が小さいため、内閣府 10m メッシュを含む 30m メッシュ

位置が陸域に存する箇所があり、データが連続していない。 
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地域海岸２ 島嶼部 粟島 

ケース４ 

地域海岸２島嶼部 粟島 

粟島は、全域にわたりケース4,5が卓越する。ケース４とケース５の水位差は2cmであり、

地域海岸2と同じケース4を選択する。 

伊吹島 

家島局島

荒神

島

向島

津
波
高
(
m
)

ケース１

ケース２

ケース３

ケース４

ケース５

ケース６

ケース７

ケース８

ケース９

ケース１１

1854年安政南海（相田モデル）

1707年宝永地震（相田モデル）

中防　東南海・南海　2連動

中防　東海・東南海・南海　3連動

地域海岸１ 島嶼部 伊吹島 

ケース７ 

地域海岸１島嶼部 伊吹島 

伊吹島ではケース2,7が卓越する、ケース7とケース2との差は1cmであり、地域海岸１の卓

越するケース７を選定する。 
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ケース１１

1854年安政南海（相田モデル）

1707年宝永地震（相田モデル）

中防　東南海・南海　2連動

中防　東海・東南海・南海　3連動

粟島 

距離は 
地点から矢印の

方向に算出 
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女木島・男木島

女木島 男木島
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津
波
高
(
m
)

地域海岸３ 島嶼部 大島・男木島・女木島 

ケース４ 

内閣府モデルでは、男木島中央

で 10m 領域が分断され不連続 

男木島 

女木島 

距離は 
地点から矢印の

方向に算出 

有人島 

大島 

家島局島

荒神

島

向島

津
波
高
(
m
)

ケース１

ケース２

ケース３

ケース４

ケース５

ケース６

ケース７

ケース８

ケース９

ケース１１

1854年安政南海（相田モデル）

1707年宝永地震（相田モデル）

中防　東南海・南海　2連動

中防　東海・東南海・南海　3連動

地域海岸３島嶼部 大島、男木島、女木島 

 大島、男木島、女木島はケース4が卓越する。ケース4を選択する。 

大島
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距離(km)
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(
m
)

0%

10%
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30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

大島 女木島 男木島

ケース11

ケース10

ケース9

ケース8

ケース7

ケース6

ケース5

ケース4

ケース3

ケース2

ケース1
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豊島・小豊島

豊島 小豊島

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

0 5 10 15 20 25

距離(km)

津
波

高
(
m
)

地域海岸５島嶼部 豊島・直島周辺 

ケース４,ケース５ 

地域海岸５島嶼部 豊島、小豊島、直島、向島 

 豊島、子豊島はケース4,5が卓越するが、ケース5と他のケースの差は8cmである。 
 直島ではケース4が卓越するため、ケース4,5を選択する。 

家島局島

荒神

島

向島

津
波
高
(
m
)

ケース１

ケース２

ケース３

ケース４

ケース５

ケース６

ケース７

ケース８

ケース９

ケース１１

1854年安政南海（相田モデル）

1707年宝永地震（相田モデル）

中防　東南海・南海　2連動

中防　東海・東南海・南海　3連動

  

直島 

葛島 

小豊島 

荒神島 

向島 

家島 

局島 

豊島 
寺島 

０          ５ 

直島

0.0
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1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

距離(km)

津
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高
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)

向島

向島

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

0 1 2 3 4 5
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津
波

高
(
m
)

0%

20%

40%

60%

80%

100%

女

木

島

男

木

島

直

島

・

向

島

豊

島

小

豊

島

ケース1

ケース2

ケース3

ケース4

ケース5

ケース6

ケース7

ケース8

ケース9

ケース10

ケース11
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4. 最大津波群の設定 
 各地域海岸で選定した波源モデルは、下記のとおりである。 

本県の場合、波高が小さく各モデルの津波波高が数 cm 程度の差しかない場合が多く見られるが、この

ようなケースについては、一連区間で卓越するモデルがあり、他のモデルとの津波高が 10ｃｍ以内であれ

ばそのモデルを選定した。 
  

表－3 地域海岸毎の卓越断層 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

地域海岸１ 観音寺市、三豊市

地域海岸１島嶼部 伊吹島

地域海岸２

三豊市、多度津町、丸亀

市、宇多津町、坂出市

地域海岸２島嶼部 粟島

地域海岸３ 高松市、さぬき市

地域海岸３島嶼部 男木島、女木島、大島

地域海岸４ さぬき市、東かがわ市

地域海岸５ 土庄町、小豆島町、直島町

地域海岸５島嶼部 直島、向島、豊島、小豊島

地域海岸６ 土庄町、小豆島町

地域海岸７ 多度津町、丸亀市、坂出市

櫃石島、岩黒島、与島、本島、広島、手

島、小手島、佐流島、高見島

断層モデル

地域海岸 関連市町 備考

 
 

地域海岸毎の最大津波高については、痕跡水位の記録及び宝永地震、安政南海地震による過去津波の再

現計算による津波波高、中央防災会議の東海・東南海・南海沖の 3 連動地震、南海・東南海の２連動地震

の解析結果、及び 2012 年内閣府南海トラフ巨大地震による津波シミュレーション結果を合わせ表示した。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
・   
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5. 計算条件の設定（L2 津波） 
5.1  津波浸水想定シミュレーションの基本条件 

 
津波浸水想定のためのシミュレーション条件の設定は、「津波浸

水想定の手引き Ver2.0」（平成 24 年 10 月）に従い下記に示す様に

設定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                    

表－６ 津波計算シミュレーション条件一覧 

区分 備　考

「津波の河川遡上解析の手引き（案）」に準拠

計算領域及び計算

格子間隔

「津波浸水想定の設定の手引き Ver2.」に準拠

TINによる補間法

5mメッシュ中心での最近隣法

河川域等（県管理：既存河川縦横断測量資料）設定

0.025

住宅地(高密度） 0.080

住宅地(中密度） 0.060

住宅地(低密度） 0.040

工場地など 0.040

農地 0.020

林地 0.030

その他（空地、緑地） 0.025

「津波浸水想定の設定の手引き Ver2.0」に準拠

「道路橋示方書・同解説（2002 年3 月発行）」

南海トラフの巨大地震モデル検討会（第二次報告）

強震断層モデル編

※潮の干満に合わせて開閉する水門等の施設は、計算上の出

発水位である朔望平均満潮位を計算条件として設定

河川の扱い

最大の浸水の区域及び水深が得られるよう、十分な計算時間を

設定

構造物・堤防

盛土構造物75%沈下、コンクリート構造物100%沈下、越流時に破壊。

（背後地盤は液状化沈下量を見込む）

液状化による沈下

量

液状化の判定

液状化可能性の評価については、砂質土層の液状化の判定手法を採用

した。

液状化に伴う地盤の沈下量S は、建築基礎構造設計指針(2001)に示され

ている補正N 値と繰返しせん断ひずみの関係を用いて、補正N 値と応力

比のプロット点に対応する繰返しせん断ひずみを隣接するγcy 曲線の対

数補間により求める。

　・自動化対応済施設及び常時閉鎖施設　　　　　：閉設定

　・自動化非対応施設　　　　　　　　　　　　　　　　　：開設定

液状化沈下量

線的構造物の開口部や水門・樋門、陸

閘等

海岸堤防、河川堤防等

高松港、坂出港、丸亀港、詫間港、観音寺港、三本松港、土庄東港

海域・陸域

遡上河川における河川内の初期水位設定

方法

朔望平均満潮位の設定方法

対象観測所及び潮位

メッシュサイズ：2430m、810m、270m、90m、30m、10m

予測計算においては平水流量（１８５日/３６５日）を設定

・海図、・海底地形デジタルデータ（M7000シリーズ、日本水路協会）

・基盤地図情報(5m、レーザーデータ）

・基盤地図情報（5m,写真測量）

・基盤地図情報（10mデータ）

・航空レーザー測量（島嶼部、土器川）

海域・水域

・河川　　　：河川縦横断測量データ

・港湾施設：海岸保全施設など基礎調査業務委託報告書（県管理）

　　　　　　　　港湾台帳（市町管理）

・漁港施設：漁港台帳（市町管理）

・海岸施設：海岸保全施設など基礎調査業務委託報告書（県管理、建設）

　　　　　　　　海岸台帳（県管理、農地）

・香川県デジタルオルソ航空写真

・国土数値情報（土地利用メッシュ：100m)陸域

直轄河川：土器川、県管理河川：46河川について河川幅10mまで作成

その他の河川はレーザーデータを用いて補間して作成

津波

計算時間及び計算

時間間隔

地震による地盤変

動

地形データのメッシュ間隔及び海域の最大水深を考慮し設定

12時間を基本とする

（ただし、津波波形振幅が十分減衰しない場合は、時間を延長する）

計算時間間隔

近年5ヵ年の朔望平均満潮位（H.W.L）の平均値

地震規模

隆起量、沈降量の考慮

対象とする断層モデル

計算時間設定

遡上対象河川

「津波浸水想定の設定の手引き Ver2.0」に準拠

浸水の区域や水深を危険側に想定するため、近年5ヵ年の朔望

平均満潮位と港湾施設設計上の朔望平均満潮位(H12港湾潮

位照査業務）を比較し、高い方を選択

「津波浸水想定の設定の手引き Ver2.0」に準拠

最大クラス

内閣府の南海トラフ巨大地震の地盤変動量

対象地域海岸毎に１１波源ケースから抽出

内閣府公表資料（24.8.29）に準拠

　１級河川：土器川

　２級河川：海に流れこむ全ての河川の内、築堤河川を対象とする（46河

川）

陸域の隆起：考慮しない（海域のみ考慮）

陸域の沈降：考慮する

粗度係数

地形データ作成

（データの出典）

潮位（天文潮）

水際構造物データ

陸域

海域

河川域

香川地震・津波被害想定調査での設定内容（案）設定項目

津波シミュレーショ

ン手法

津波の初期水位

（断層モデル）

検討断層モデル

打ち切り水深

支配方程式

津波先端部で1cm程度

非線形長波理論

最大クラス Mw=9.1 内閣府公表資料（24.8.29）に準拠

最大クラス

内閣府の南海トラフ巨大地震の地盤変動量

対象地域海岸毎に１１波源ケースから抽出

内閣府公表資料（24.8.29）に準拠
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5.2 計算領域図 

表－7 計算領域一覧表 

 

 

 
 
 

領域名

メッシュ

サイズ(m)

南西端

座標X(m)

南西端

座標Y(m)

北東端

座標X(m)

北東端

座標Y(m)

メッシュ数

X方向

メッシュ数

Y方向

2430A 2430 -729000 -855360 1015740 451980 718 538

810A 810 -486000 -369360 724140 427680 1494 984

270A 270 -251100 -55080 200880 210600 1674 984

90A 90 66420 73980 127980 149040 684 834

90B 90 4320 109080 84780 184140 894 834

90C 90 -65880 95580 24840 173340 1008 864

30A 30 71820 130500 109440 145800 1254 510

30B 30 37440 135180 81900 160200 1482 834

30C 30 38340 154800 84060 175500 1524 690

30D 30 7020 132300 41040 163800 1134 1050

30E 30 -10080 109800 23760 144900 1128 1170

10A 10 8100 112800 18600 119100 1050 630

10B 10 8100 117600 22200 131100 1410 1350

10C 10 3900 129000 23400 143100 1950 1410

10D 10 20700 133200 28800 149700 810 1650

10L 10 21900 149400 27900 156300 600 690

10M 10 22500 151800 33300 159900 1080 810

10F 10 37800 140700 48300 158400 1050 1770

10G 10 47700 140700 60000 159600 1230 1890

10H 10 58800 140700 73500 156000 1470 1530

10J 10 75900 132900 88200 142500 1230 960

10K 10 9300 143400 22200 157200 1290 1380

10N 10 38700 158400 48300 170400 960 1200

10O 10 48900 160800 58500 167400 960 660

10P 10 57900 156000 83700 174300 2580 1830

10Q 10 -6000 121800 4800 129000 1080 720

香川県メッシュデータ

1440 1530

990 1860

10I 10

38100 155400

67200 135600 81600 150900

10E 10 28200 136800
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5.3 初期水位の設定 

 初期水位は、県内・近県の各観測所のデータをもとに「近年 5 ヵ年の朔望平均満潮位の統計値」及び「港

湾構造物設計に用いる設計朔望平均満潮位（設計朔望）」を用いて設定した。設定する初期潮位は、Ｌ２

津波の地域海岸設定、香川県海岸線の高潮計画区間を考慮して設定を行った。 
 

① 計算領域内に観測所がある場合は、検潮所の朔望平均満潮位（5 年平均）と当該検潮所の設計朔

望の高い値の値を採用する。 

② 計算領域内に観測所が無い場合で 10m 領域内に県管理港湾がある場合は、隣接する検潮所の朔望

平均満潮位（5年平均）の平均値と当該検潮所の設計朔望の高い値を採用する。 

③ 計算領域内に観測所も県管理港湾も無い場合、近接する検潮所の値を勘案して初期潮位を設定す

る。 

表－8 計算領域別初期潮位表 

H19 H20 H21 H22 H23 平均

１０A 1.900

2.017

（豊浜港）

2.017

三島川之江港と観音寺港の平均

（1.84＋1.951）÷2≒1.900

１０B 観音寺港 1.937 1.895 1.937 1.967 1.931 1.933 1.951 1.951

観音寺港 1.937 1.895 1.937 1.967 1.931 1.933 1.951 1.951 荘内半島南

詫間港 1.751 1.720 1.751 1.785 1.756 1.753 1.775 1.775 荘内半島北

１０D 丸亀港 1.706 1.688 1.670 1.766 1.740 1.714 1.735 1.735

１０E 坂出港 1.600 1.540 1.551 1.623 1.556 1.574 1.592 1.592

１０F 1.246

大部分の海岸線が高松港の港湾区域

に含まれるため高松港初期潮位を採用

１０G 高松港 1.250 1.216 1.233 1.281 1.249 1.246 1.087 1.246

１０H 1.136

1.153

（牟礼港）

1.153

高松港と三本松港の平均

（1.246＋1.026）÷2＝1.136

１０I 三本松港 0.993 0.994 1.038 1.078 1.029 1.026 0.867 1.026

１０J 三本松港 0.993 0.994 1.038 1.078 1.029 1.026 0.867 1.026

１０K 1.775

香川県内においては、西側ほど朔望平

均満潮位が高くなる傾向より近接する

西側の初期潮位（詫間港）を採用

１０L 1.592

島嶼部が重複する領域（10M）の初期潮

位を採用

１０M 1.592

坂出港（T.P.1.592m）と児島検潮所

（T.P.1.58m）の潮位差が僅少であること

から、坂出港初期潮位を採用

１０N （宇野港） 1.37

1.440

（宮浦港）

1.440 （岡山県設定朔望平均満潮位）

１０O 1.260

1.111

（家浦港）

1.260

土庄東港と宇野検潮所の平均

（1.149＋1.37）÷2≒1.260

１０P 土庄東港 1.075 1.105 1.085 1.195 1.285 1.149 1.053 1.149

１０Q 1.951 隣接する領域（10C）の初期潮位を採用

１０C

計算領域

初期潮位

備考

観測場所

朔望平均満潮位

設計朔望 採用

 

 
図－3 10m 計算領域と観測所位置図 
表－9 香川県観測所別朔望平均満位表 

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 5年平均値 設計朔望 採用値

観音寺港観測所
1.868 1.962 1.878 1.903 1.937 1.895 1.937 1.967 1.931 1.933 1.951 1.951

詫間港観測所
1.796 1.785 1.834 1.757 1.767 1.751 1.720 1.751 1.785 1.756 1.753 1.775 1.775

丸亀港観測所
1.795 1.701 1.667 1.697 1.706 1.688 1.670 1.766 1.740 1.714 1.735 1.735

坂出港観測所
1.600 1.540 1.551 1.623 1.556 1.574 1.592 1.592

土庄東港観測所
1.135 1.135 1.045 1.165 1.075 1.105 1.085 1.195 1.285 1.149 1.053 1.149

高松港観測所
1.282 1.342 1.298 1.268 1.250 1.216 1.233 1.281 1.249 1.246 1.087 1.246

三本松港観測所
1.052 1.031 1.075 0.993 1.054 0.993 0.994 1.038 1.078 1.029 1.026 0.867 1.026  

 
表－10 香川県観測所別朔望平均満位表 

0.711.230.961.761.731.891.95【参考】8月29日内閣府公表の潮位 ※３

0.8671.0871.0531.5921.7351.7751.951港湾構造物設計に用いる朔望平均満潮位 ※２

1.0261.2461.1491.5561.7141.7531.933朔望平均満潮位 ※１

三本松高 松土庄東坂 出丸 亀詫 間観音寺観測所

0.711.230.961.761.731.891.95【参考】8月29日内閣府公表の潮位 ※３

0.8671.0871.0531.5921.7351.7751.951港湾構造物設計に用いる朔望平均満潮位 ※２

1.0261.2461.1491.5561.7141.7531.933朔望平均満潮位 ※１

三本松高 松土庄東坂 出丸 亀詫 間観音寺観測所

 

 

 

 

岡山県宇野 
T.P.1.37 

愛媛県三島 
T.P.1.84 

観音寺 
T.P.1.951 

詫間 
T.P.1.775 

丸亀 
T.P.1.735 

坂出 
T.P.1.592 

高松 
T.P.1.246 

三本松 
T.P.1.026 

土庄東 
T.P.1.149 岡山県児島 

T.P.1.58 

岡山県水島 
T.P.1.99 

1.026 

1.026 

1.149 
1.153 

1.246 1.246 

1.260 1.440 

1.592 

1.592 

1.735 

1.775 

1.775 

1.951 

1.951 

1.951 

2.017
1 

1.592 

※１：2007年～2011年の5ヵ年の統計値（採用値） 
※２：1963年～1967年の5ヵ年の統計値 
※３：平成24年気象庁潮位表の年間最高潮位により設定 

領域内に験潮所がある区域 採用した値 
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1. 地域海岸の設定方法 
1.1 地域海岸の設定方針 

 L1 津波の地域海岸は、「設計津波の水位の設定方法などについて、「平成 23 年 7 月 11 日 国土交通

省水管理・国土保全局海岸室、港湾局海岸・防災課」（以下、通達）に則り行った。 
 設定に当たっては、上記通達の他、香川県沿岸部の特性を考慮して設定を行う。 
 香川県沿岸部の特徴を以下に示す。 
 
� 沿岸向きが、西、北、東の３方向となる。 
� 複雑に入り組んだ入り江を有する。 
� 島嶼部を有する。 
� 沿岸の背後には市街地のうち、交通網など多くの財産を有する。 
� 高松港などの多くの港湾を有する。 
 
 

1.2 地域海岸設定の根拠整理（区分条件整理） 

 地域海岸の区分指標は、香川県沿岸の特徴を考慮して『A：沿岸の向き』、『B：島嶼部』、『C：岬・

岩崖、港湾』、『湾の形状』、『津波シミュレーション』の５指標を主とした。 
 表 1.1 に地域海岸の設定手順及び各指標の区分条件を示す。 
 

表-1.1 地域海岸の設定手順及び各指標の区分条件 
指標・設定手順 区分の条件 備考 

A 沿岸の向き ・沿岸の向きが大きく変化する箇所で区分する 
・香川県沿岸は「燧灘沿岸」、「讃岐阿波沿岸」

に区分されている。讃岐阿波沿岸は北～東に面

していることから、北面と東面に 2分割し、合
計 3分割する。 

B 島嶼部 ・島がまとまって存在する島嶼部に対して区分す

る。 
・塩飽諸島と直島諸島・小豆島の 2つにグルー
ピングする。 

C 岬、岩崖、港湾 
・Aで区分した区間ごとに、想定される津波の来
襲方向に対して突き出す形状の岬や港湾を対象

として区分する。 
・右図-1.2参照 

D 湾の形状 ・Cまでで区分した区間ごとに湾形状を有する場
合に区分する。 ・右図-1.3参照 

E 津波シミュレーション ・設計津波設定のシミュレーション結果を反映

し、微調整を行う。 
・津波シミュレーションの結果を踏まえ、必要

に応じて細分化する。細分化に当たっては津波

高の差 0.5mを目安とする。 

 
 

 

 
図-1.1 香川県の沿岸区分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1.2 津波の来襲方向に対する岬等の表裏 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1.3 湾区分の考え方 

資料資料資料資料２２２２－－－－４４４４    

讃岐阿波沿岸 

燧灘沿岸 香川県 

津波の来襲方向 

C 区分位置→ 

表 

裏 

D 区分位置→ 

←D 区分位置 

津波の来襲方向に開き、 

遮蔽となる地形がない場合 

津波の来襲方向 

発発発発生頻度生頻度生頻度生頻度のののの高高高高いいいい津波津波津波津波のののの対象波源対象波源対象波源対象波源モデルモデルモデルモデル    

のののの選定選定選定選定についてについてについてについて    
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2. 地域海岸の設定（L1 津波） 
 地域海岸の設定方針に準じて設定した地域海岸の区分を以下に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●大崎の鼻 Ｃ 

●馬が鼻 C 

●根太鼻、A 

①地域海岸-1  西讃 

  

②地域海岸-2  中讃 

③地域海岸-3  高松 

④地域海岸-4  志度湾 

⑤地域海岸-5  東讃 

⑥地域海岸-7  小豆島北・東岸 ⑦地域海岸-6  小豆島南・西岸 

●蕪崎 C 

●大角鼻 Ｃ  

●県境、A 

●三崎、A 

●県境、A 

D 

地域海岸総数：８ 

※）青字アルファベットは、以下の地域区分根拠を示す。 

A：沿岸の向き、B：島嶼部、C：岬、岩崖、港湾、D：湾の形状、E：津波シミュレーション 

⑧地域海岸-8  塩飽諸島讃 B 
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3. 津波高グラフと断層モデルの抽出 
3.1 地域海岸-1(西讃) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三崎 

仁尾港 

観音寺港 

愛媛県境 

全域において東海・東南海・南海 3連動地震が卓越しており（東南海・南海 2連動地震との
波高の差は最大４cm）、東海・東南海・南海 3連動地震を対象地震とする。 
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注）津波高は、潮位及び地震による

地盤沈降は含まない。 
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地域海岸１

宝永地震(相田モデル）
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2003年中防東海・東南海・南

海 3連動
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3.2 地域海岸-2(中讃) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域海岸地域海岸地域海岸地域海岸２２２２（（（（中讃中讃中讃中讃））））

三崎

高谷鼻

弘田川

多度津港

西端

金倉川 西浦漁港 大崎ノ鼻
詫間港

坂出港丸亀港奥 青梅川
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安政南海(相田モデル） 宝永地震(相田モデル）

詫間港 

全域において、東海・東南海・南海 3 連動地震と東
南海・南海 2連動地震が卓越している。 
そこで、3連動地震と 2連動地震を対象とする。 
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2003年中防東海・東南海・

南海 3連動
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3.3 地域海岸-3(高松) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大崎の鼻 

高松港奥 

長崎の鼻 

根太鼻 

地域海岸地域海岸地域海岸地域海岸３３３３（（（（高松高松高松高松））））

大崎ノ鼻

神在鼻
長崎ノ鼻 庵治港 根太鼻高松港奥
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安政南海(相田モデル） 宝永地震(相田モデル）

庵治港 

神在鼻 

全域において、東南海・南海 2連動地震が卓越している
が、一部東海・東南海・南海 3連動地震が卓越する。 
そこで、3連動地震と 2連動地震を対象とする。 
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3.4 地域海岸-4(志度湾) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域海岸地域海岸地域海岸地域海岸４４４４（（（（志度湾志度湾志度湾志度湾））））

太鼓鼻
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2003年中防 東海・東南海・南海　３連動 2003年中防 東南海・南海 ２連動

安政南海(相田モデル） 宝永地震(相田モデル）
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2003年中防東海・東南海・

南海 3連動

全域において、東南海・南海 2連動地震が卓越している
が、一部東海・東南海・南海 3連動地震が卓越する。 
そこで、3連動地震と 2連動地震を対象とする。 
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3.5 地域海岸-5(東讃) 
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全域において、東海・東南海・南海 3連動地震
と東南海・南海 2連動地震が卓越する。 
そこで、3連動地震と 2連動地震を対象とする。 
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3.6 地域海岸-6(小豆島南・西岸) 
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３連動

全域において、東海・東南海・南海 3 連動地震と東
南海・南海 2連動地震が卓越する。 
そこで、3連動地震と 2連動地震を対象とする。 

蕪崎 
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3.7 地域海岸-7(小豆島北・東岸) 
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全域において、東海・東南海・南海 3 連動地震と東
南海・南海 2連動地震が卓越する。 
そこで、3連動地震と 2連動地震を対象とする。 

大角鼻 
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3.8 地域海岸-8(塩飽諸島) 
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1.4

1.6

0 1 2 3 4

距離(km)

津
波

高
(
m
)

本島

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

距離(km)

津
波

高
(
m
)

1854年安政南海（相田モデル)

1707年宝永地震（相田モデル）

中防　東南海・南海　2連動

中防　東海・東南海・南海　3連動

岩黒島

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

0 1 2

距離(km)

津
波

高
(
m
)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

地域海岸８

中防　東海・東南海・南海　3連動

中防　東南海・南海　2連動

1707年宝永地震（相田モデル）

1854年安政南海（相田モデル)

注）櫃石島、黒岩島、与島は島

が小さいため、内閣府 10mメッ
シュを含む 30mメッシュ位置が
陸域に存する箇所があり、デー

タが連続していない。 

全域において、東海・東南海・南海 3 連動地震と東
南海・南海 2連動地震が卓越する。 
そこで、3連動地震と 2連動地震を対象とする。 
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4. L1 津波対象群の設定 

各地域海岸で選定したモデル選定断層は、各地域海岸で選定した波源モデルは、下記のとおりである。 
 

表－２ 地域海岸毎の卓越断層 

 
地域海岸毎の最大津波高については、痕跡水位の記録及び宝永地震、安政南海地震による過去津波の再

現計算による津波波高、中央防災会議の東海・東南海・南海の 3 連動地震、東南海・南海の２連動地震の

解析結果を合わせ表示した。 
 

 地域海岸名 関連市町 選定断層 備考 
地域海岸１ 西讃 観音寺市、三豊市 東海・東南海・南海 3 連動地震  

地域海岸２ 中讃 三豊市、多度津町、丸亀市、

宇多津町、坂出市 
 

地域海岸３ 高松 高松市  
地域海岸４ 志度湾 高松市、さぬき市  
地域海岸５ 東讃 さぬき市、東かがわ市  
地域海岸６ 小豆島南・西岸 小豆島町、土庄町、直島町  
地域海岸７ 小豆島北・東岸 土庄町、小豆島町  
地域海岸８ 塩飽諸島 多度津町、丸亀市、坂出市 

東海・東南海・南海 3 連動地震 
東南海・南海 2 連動地震 

 



 12 

計算条件の設定（L1 津波） 

4.1  津波浸水想定シミュレーションの基本条件 

 
津波浸水想定のためのシミュレーション条件の設定は、「津波

浸水想定の手引き Ver2.0」（平成 24 年 10 月）に従い右に示す

様に設定した。 
 
 
4.2 計算領域図 

 計算領域は、L2 津波解析と同じ計算領域、計算メッシュを用

いて解析を行う。 
 
4.3 初期水位の設定 

 初期潮位の設定は、L2 津波解析と同じ初期潮位を用いて解析

を行う。 
 
 
5. 今後の対応方針（L1 津波） 
 設計津波の対象津波群として、宝永地震モデル、安政南海地

震モデル、中央防災会議 2 連動（東南海・南海地震)モデル及び

中央防災会議 3 連動(東海・東南海・南海地震)モデルによる津

波を対象として検証を実施した。 
その結果、香川県においては、中央防災会議３連動モデルと

同 2 連動モデルが対象波源になるものと考えられる。 
 今後は、3 連動モデルと 2 連動モデルによる設計津波水位設

定のシミュレーションを実施し、その結果を踏まえ、地域海岸

の設定について各海岸管理者間で再度調整した上で、地域海岸

ごとの設計津波水位の設定を実施する。 

表－３ 津波計算シミュレーション条件一覧 

区分 備　考

「津波の河川遡上解析の手引き（案）」に準拠

計算領域及び計算

格子間隔

「津波浸水想定の設定の手引き Ver2.」に準拠

TINによる補間法

5mメッシュ中心での最近隣法

河川域等（県管理：既存河川縦横断測量資料）設定

0.025

住宅地(高密度） 0.080

住宅地(中密度） 0.060

住宅地(低密度） 0.040

工場地など 0.040

農地 0.020

林地 0.030

その他（空地、緑地） 0.025

「津波浸水想定の設定の手引き Ver2.0」に準拠

河川の扱い

最大の浸水の区域及び水深が得られるよう、十分な計算時間を

設定

宝永地震モデル、安政南海地震モデル

東南海・南海地震２連動モデル

東海・東南海・南海地震３連動モデル

発生頻度の高い場合

宝永地震モデル(Mj=8.6)、安政南海地震モデル

(Mj=8.4)

東南海・南海地震２連動モデル(Mw=8.7)

東海・東南海・南海地震３連動モデル(Mw=8.7)

発生頻度の高い場合

宝永地震モデル、安政南海地震モデル

東南海・南海地震２連動モデル

東海・東南海・南海地震３連動モデル

高松港、坂出港、丸亀港、詫間港、観音寺港、三本松港、土庄東港

メッシュサイズ：2430m、810m、270m、90m、30m、10m

予測計算においては平水流量（１８５日/３６５日）を設定

朔望平均満潮位の設定方法

対象観測所及び潮位

構造物・堤防

線的構造物の開口部や水門・樋門、陸

閘等

海岸堤防、河川堤防等

・河川　　　：河川縦横断測量データ

・港湾施設：海岸保全施設など基礎調査業務委託報告書（県管理）

　　　　　　　　港湾台帳（市町管理）

・漁港施設：漁港台帳（市町管理）

・海岸施設：海岸保全施設など基礎調査業務委託報告書（県管理、建設）

　　　　　　　　海岸台帳（県管理、農地）

・香川県デジタルオルソ航空写真

・国土数値情報（土地利用メッシュ：100m)陸域

直轄河川：土器川、県管理河川：46河川について河川幅10mまで作成

その他の河川はレーザーデータを用いて補間して作成

津波

計算時間及び計算

時間間隔

地震による地盤変

動

地形データのメッシュ間隔及び海域の最大水深を考慮し設定

12時間を基本とする

（ただし、津波波形振幅が十分減衰しない場合は、時間を延長する）

計算時間間隔

近年5ヵ年の朔望平均満潮位（H.W.L）の平均値

隆起量、沈降量の考慮

対象とする断層モデル

・海図、・海底地形デジタルデータ（M7000シリーズ、日本水路協会）

地震規模

計算時間設定

遡上対象河川

「津波浸水想定の設定の手引き Ver2.0」に準拠

浸水の区域や水深を危険側に想定するため、近年5ヵ年の朔望

平均満潮位と港湾施設設計上の朔望平均満潮位を比較し、高

い方を選択

「津波浸水想定の設定の手引き Ver2.0」に準拠

　１級河川：土器川

　２級河川：海に流れこむ全ての河川の内、築堤河川を対象とする（46河

川）

陸域の隆起：考慮しない（海域のみ考慮）

陸域の沈降：考慮する

堤防防御ラインにて壁立て

・基盤地図情報(5m、レーザーデータ）

・基盤地図情報（5m,写真測量）

・基盤地図情報（10mデータ）

・航空レーザー測量（島嶼部、土器川）

粗度係数

地形データ作成

（データの出典）

潮位（天文潮）

水際構造物データ

陸域

海域

河川域

海域・水域

海域・陸域

遡上河川における河川内の初期水位設定

方法

香川地震・津波被害想定調査での設定内容（案）設定項目

津波シミュレーショ

ン手法

津波の初期水位

（断層モデル）

検討断層モデル

打ち切り水深

支配方程式

津波先端部で1cm程度

非線形長波理論

発生頻度の高い場合
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○推計震度の算定ケース

①①①①東海東海東海東海・・・・東南海東南海東南海東南海・・・・南海地震南海地震南海地震南海地震(2003(2003(2003(2003中防中防中防中防3333連動連動連動連動モデルモデルモデルモデル))))

②②②②東南海東南海東南海東南海・・・・南海地震南海地震南海地震南海地震(2003(2003(2003(2003中防中防中防中防2222連動連動連動連動モデルモデルモデルモデル））））

③③③③宝永地震宝永地震宝永地震宝永地震((((相田相田相田相田モデルモデルモデルモデル))))

④④④④安政南海地震安政南海地震安政南海地震安政南海地震((((相田相田相田相田モデルモデルモデルモデル))))

（（（（①①①①～～～～④④④④のののの最大値最大値最大値最大値をををを重重重重ねねねね合合合合わせわせわせわせ））））

発生頻度発生頻度発生頻度発生頻度のののの

高高高高いいいい地震地震地震地震

最大最大最大最大クラスクラスクラスクラス

のののの地震地震地震地震

①①①①中央構造線断層中央構造線断層中央構造線断層中央構造線断層

②②②②長尾断層長尾断層長尾断層長尾断層

（（（（地震調査研究推進本部公表地震調査研究推進本部公表地震調査研究推進本部公表地震調査研究推進本部公表のののの各断層各断層各断層各断層におけるにおけるにおけるにおけるケースケースケースケースのののの

最大最大最大最大のののの重重重重ねねねね合合合合わせわせわせわせ））））

直下型地震直下型地震直下型地震直下型地震

（（（（H24.8.29H24.8.29H24.8.29H24.8.29内閣府内閣府内閣府内閣府公表公表公表公表モデルモデルモデルモデル））））

①①①①基本基本基本基本ケースケースケースケース

②②②②東側東側東側東側ケースケースケースケース

③③③③西側西側西側西側ケースケースケースケース

④④④④陸側陸側陸側陸側ケースケースケースケース

（（（（①①①①～～～～④④④④のののの最大値最大値最大値最大値をををを重重重重ねねねね合合合合わせわせわせわせ））））
海溝型地震海溝型地震海溝型地震海溝型地震

算定算定算定算定ケースケースケースケース区分区分区分区分

推計震度推計震度推計震度推計震度のののの条件設定条件設定条件設定条件設定についてについてについてについて
資料資料資料資料３３３３
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３３３３．．．．１１１１ 推計震度推計震度推計震度推計震度のののの条件設定条件設定条件設定条件設定

• 地表面の地震動予測は、ＡＶＳ３０モデルで算出する。

• 工学的基盤の地震動予測は、中央防災会議、地震調査研究推進本部で公表され

ているデータを用いる。また、新たに計算を行う宝永地震及び安政南海地震の地震

動予測についても、同様に統計的グリーン関数を用いて算出する。

• なお、第4回調査委員会で意見のあった香川県全域一律Ｍ6.9の地震動予測も行う。

○推計震度の計算ケース

（新規計算）（県AVS30モデル）（新規計算）（簡易法）（香川県全域一律M6.9）

中央構造線断層

新規計算県AVS30モデル地震調査研究推進本部統計的グリーン関数

長尾断層

直下型

地震

東海・東南海・南海

（2003中防3連動）

新規計算県AVS30モデル中央防災会議2003統計的グリーン関数

東南海・南海

（2003中防2連動）

安政地震

新規計算県AVS30モデル新規計算統計的グリーン関数

宝永地震

発生頻度

の高い地

震

陸側ケース

西側ケース

東側ケース

新規計算県AVS30モデル南海トラフの巨大地震モデル検討会統計的グリーン関数

基本ケース

最大クラ

スの地震

工学基盤～地表面断層～工学基盤

地震動予測

検討ケース

（新規計算）（県AVS30モデル）（新規計算）（簡易法）（香川県全域一律M6.9）

中央構造線断層

新規計算県AVS30モデル地震調査研究推進本部統計的グリーン関数

長尾断層

直下型

地震

東海・東南海・南海

（2003中防3連動）

新規計算県AVS30モデル中央防災会議2003統計的グリーン関数

東南海・南海

（2003中防2連動）

安政地震

新規計算県AVS30モデル新規計算統計的グリーン関数

宝永地震

発生頻度

の高い地

震

陸側ケース

西側ケース

東側ケース

新規計算県AVS30モデル南海トラフの巨大地震モデル検討会統計的グリーン関数

基本ケース

最大クラ

スの地震

工学基盤～地表面断層～工学基盤

地震動予測

検討ケース
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○算定手法の概要

地下30mまでの平均Ｓ波速度（AVS30）と

震度増分の関係式を用いて算出

（地盤モデルは香川県版）

地表面

工学的基盤面

地震基盤

震源（断層）

統計的グリーン関数

（内閣府と同様の手法）

簡易法

・最大クラスの地震

・発生頻度の高い地震

・直下型地震

全県

一律

(M6.9)

工学的基盤

から地表面ま

での地震動

予測手法

断層から工

学的基盤面

までの地震

動予測手法

３３３３．．．．１１１１ 推計震度推計震度推計震度推計震度のののの条件設定条件設定条件設定条件設定
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長周期帯域は理論的方法、短周期帯域は半経験的方法で求め、そ

れらを合成する手法

ハイブリッド合成法

断層モデルの理論に基づいて震源特性を求め、地震波の伝播特性

と表層地盤の増幅特性を弾性波動論により理論的に計算し、評価す

る手法

理論的方法

多数の地震観測記録を処理して求められた平均的特性を有する要

素波を作成し、断層モデルの考え方に基づいてこれを重ね合わせて

大地震時の地震動を評価する手法

統計的

グリーン関数

予測地点で得られた中小地震観測記録を要素地震波とし、断層モデ

ルの考え方に基づいてこれを重ね合わせて大地震時の地震動を評

価を行う手法

経験的

グリーン関数

半
経
験
的
手
法

経験的距離減衰式を断層モデルによる地震動の評価手法と結びつ

けて、断層の広がり、断層破壊過程を考慮して地震動が推定可能な

手法

翠川・小林

の方法

多数の地震観測記録を統計的に処理して求められた回帰モデルを

用いて予測する手法、地震動最大値やスペクトル、波形の経時特性

などを対象に回帰モデルを作成

簡易法

経
験
的
手
法

地震動評価手法の特徴評価方法

○断層から工学的基盤面の算定手法

下記の評価方法より、簡易法及び統計的グリーン関数を採用

３３３３．．．．１１１１ 推計震度推計震度推計震度推計震度のののの条件設定条件設定条件設定条件設定
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○工学的基盤面から地表面の推計震度の算定手法

【AVS30】
ボーリングデータ

ボーリング地点のAVS30の設

定

地域における微地形区分毎

のAVS30算定式の構築

メッシュ毎の微地形区分

によるAVS30の設定

既存の地形分類図

メッシュの微地形区分の設定

メッシュ毎の

AVS30の設定

メッシュ毎の表層地盤の最大

速度増幅度の設定

土質、N値と

S波速度との関係

地形区分から

微地形区分への変換

メッシュ毎の

地表での震度予測

工学的基盤の最大速度（震度）

・統計的グリーン関数

・簡易法

AVS30と表層地盤の

最大加速度増幅度の関係

メッシュ毎の

AVS30の設定

微地形区分の設定

表層地盤の

増幅度の設定

地表地震動予測

工学的基盤の地震動予測

３３３３．．．．１１１１ 推計震度推計震度推計震度推計震度のののの条件設定条件設定条件設定条件設定
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３３３３．．．．２２２２ 推計震度予測地盤推計震度予測地盤推計震度予測地盤推計震度予測地盤モデルモデルモデルモデルのののの作成作成作成作成

○浅部地盤モデルの作成

内閣府における作成手法に準じ、地震波の増幅をＡＶＳ３０により推定する方

法で整備を行う。 （第２回香川県地震・津波被害想定調査委員会）

作成に使用するデータ

・「南海トラフの巨大地震モデル検討会（第二次報告）」データ

・香川県独自で収集するボーリングデータ

【収集 8,457本】
①四国地盤情報データベース 4,338本

（四国地盤情報活用協議会）

②国土地盤情報「Kunijiban」 2,546本
（国土交通省・（独）土木研究所・港湾空港技術研究所）

③香川県土木部提供 1,025本

④県内市町・企業より提供 548本

・掘進長が１０ｍ以上

・Ｎ値が１ｍ以上あり、適切な値

・土質が適切に記載

・地点周辺の地盤状況を代表できる

地盤構成

【採用 2,025本】
①1,388本
② 117本
③ 235本
④ 285本
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３３３３．．．．２２２２ 推計震度予測地盤推計震度予測地盤推計震度予測地盤推計震度予測地盤モデルモデルモデルモデルのののの作成作成作成作成
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３３３３．．．．２２２２ 推計震度予測地盤推計震度予測地盤推計震度予測地盤推計震度予測地盤モデルモデルモデルモデルのののの作成作成作成作成

香川県AVS30分布図（平成25年2月香川県作成）
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３３３３．．．．２２２２ 推計震度予測地盤推計震度予測地盤推計震度予測地盤推計震度予測地盤モデルモデルモデルモデルのののの作成作成作成作成

香川県AVS30分布図（平成24年内閣府公表）
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３３３３．．．．２２２２ 推計震度予測地盤推計震度予測地盤推計震度予測地盤推計震度予測地盤モデルモデルモデルモデルのののの作成作成作成作成

香川県モデルと内閣府モデルの差分

（香川県データ － 内閣府データ）



11

３３３３．．．．３３３３ 香川県版香川県版香川県版香川県版「「「「ゆれやすさゆれやすさゆれやすさゆれやすさマップマップマップマップ」」」」のののの作成作成作成作成

○○○○地震地震地震地震によるによるによるによる地表地表地表地表でのゆれのでのゆれのでのゆれのでのゆれの強強強強さをさをさをさを決決決決めるめるめるめる３３３３つのつのつのつの要素要素要素要素

●●●●地震地震地震地震のののの規模規模規模規模（（（（マグニチュードマグニチュードマグニチュードマグニチュード））））

【震源特性】

マグニチュードが大きいほど・・・

●●●●震源震源震源震源からのからのからのからの距離距離距離距離

【伝播特性】

震源距離から近いほど・・・

地震地震地震地震によるによるによるによる揺揺揺揺れがれがれがれが大大大大きくなるきくなるきくなるきくなる

●●●●表層地盤表層地盤表層地盤表層地盤

【地盤特性】

表層地盤が軟らかいほど・・・

【参考図：地震のゆれ（強振動）の伝わり方】

出典：「表層地盤のゆれやすさ全国マップ」説明資料（図表）：内閣府H17.10

表層地盤のゆれやすさ

を地図で表現したもの

が「「「「ゆれやすさゆれやすさゆれやすさゆれやすさマップマップマップマップ」」」」

「「「「ゆれやすさゆれやすさゆれやすさゆれやすさマップマップマップマップ」」」」をををを

示示示示すことですことですことですことで、、、、家具家具家具家具のののの固固固固

定定定定やややや耐震補強耐震補強耐震補強耐震補強などのなどのなどのなどの対対対対

策策策策をををを行行行行うなどうなどうなどうなど、、、、日頃日頃日頃日頃のののの地地地地

震震震震へのへのへのへの備備備備えのえのえのえの参考参考参考参考となとなとなとな

るるるる
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３３３３．．．．３３３３ ゆれやすさゆれやすさゆれやすさゆれやすさマップマップマップマップのののの作成作成作成作成

ゆれやすさマップ（2013香川県作成モデル）（案）
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最大クラスの海溝型（南海トラフ）地震最大クラスの海溝型（南海トラフ）地震

設定震源・波源モデル設定震源・波源モデル

内閣府公表資料（内閣府公表資料（H24.8.29H24.8.29））

資料資料資料資料３３３３ 参考資料参考資料参考資料参考資料１１１１
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津波高（最大クラス）：１１ケース津波高（最大クラス）：１１ケース

【H24.8.29 内閣府公表資料】
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地震動：５ケース地震動：５ケース

①基本ケース
②東側ケース

③西側ケース
④陸側ケース

⑤経験的手法

震度最大値

：強振動生成域4ケース ：経験的手法1ケース

強振動生成域強振動生成域強振動生成域強振動生成域のののの配置配置配置配置

強振動生成域強振動生成域強振動生成域強振動生成域のののの配置配置配置配置

強振動生成域強振動生成域強振動生成域強振動生成域のののの配置配置配置配置

震度分布震度分布震度分布震度分布

震度分布震度分布震度分布震度分布
震度分布震度分布震度分布震度分布

震度分布震度分布震度分布震度分布

震度分布震度分布震度分布震度分布

H24.8.29内閣府公表資料

震度分布震度分布震度分布震度分布

強振動生成域強振動生成域強振動生成域強振動生成域のののの配置配置配置配置
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文部科学省文部科学省

地震調査研究推進本部公表資料地震調査研究推進本部公表資料

（中央構造線）（長尾断層帯）（中央構造線）（長尾断層帯）
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【中央構造線 ケース４】 【中央構造線 ケース３】 

震度分布震度分布（（中央構造中央構造線）線）

文部科学省地震調査研究推進本部 公表資料

ケース４ケース３

ケース２ケース１

【中央構造線 ケース１】 

【中央構造線 ケース２】 

 

破壊開始点

強震動生成域

（アスペリティ）

断
層
帯
の
位
置

断層面
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被災被災人口：中央構造線（震度６強以上）人口：中央構造線（震度６強以上）

文部科学省地震調査研究推進本部 公表資料

ケース４ケース３

ケース２ケース１
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震度分布震度分布（長尾断層）（長尾断層）

文部科学省地震調査研究推進本部 公表資料

【長尾断層帯 ケース１】 

 

【長尾断層帯 ケース２】 

 

【長尾断層帯 ケース３】 

 

ケース３

ケース２ケース１

断
層
帯
の
位
置

破壊開始点

強震動生成域

（アスペリティ）

断層面
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被災被災人口：長尾断層（震度６強以上）人口：長尾断層（震度６強以上）

文部科学省地震調査研究推進本部 公表資料

ケース３

ケース２ケース１



99

中央防災会議（２００３）公表資料中央防災会議（２００３）公表資料
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２００３年中央防災会議公表資料（東海・東南海・南海地震）２００３年中央防災会議公表資料（東海・東南海・南海地震）
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２００３年中央防災会議公表資料（東南海・南海地震）２００３年中央防災会議公表資料（東南海・南海地震）
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推 計 震 度推 計 震 度推 計 震 度推 計 震 度 のののの算 定 手 法算 定 手 法算 定 手 法算 定 手 法     

 

1 .浅 部 地 盤 モデルの作 成   

 

(1 )  AVS30 モデル 

地 表 面 の震 度 予 測 に用 いる浅 部 地 盤 モデル（AVS30 モデル）は、「南 海 トラ

フの巨 大 地 震 モデル検 討 会 （第 二 次 報 告 ）」（H24.8.29 公 表 ）を基 本 として、

香 川 県 内 のボーリングデータ約 2,000 本 を追 加 収 集 し作 成 した。 

 

2.地 震 動 の検 討  

 

(1)  検 討 ケース 

本 業 務 で算 出 を行 う地 震 動 予 測 は以 下 の通 りである。地 表 面 の地 震 動 予

測 は昨 年 度 作 成 した AVS30 モデルで算 出 を行 う。 

工 学 基 盤 面 の地 震 動 予 測 は、中 央 防 災 会 議 、地 震 調 査 研 究 推 進 本 部 共

に統 計 的 グリーン関 数 で計 算 を行 っている。本 業 務 で新 規 に計 算 する L1 強

震 波 形 の安 政 地 震 、宝 永 地 震 に付 いても他 ケースと合 わせて統 計 的 グリーン

関 数 で計 算 を行 う。 

前 回 、委 員 会 で意 見 のあった気 象 庁 マグニチュード 6.9 程 度 一 律 の地 震 動

予 測 については、断 層 の設 定 が不 可 能 なため耐 震 促 進 計 画 の手 法 により工

学 基 盤 面 までの地 震 動 の予 測 を行 う。 

 

表 ：地 震 動 予 測 検 討 ケース 

基本ケース 統計的グリーン関数 南海トラフの巨大地震モデル検討会 県AVS30モデル （新規計算）

東側ケース 統計的グリーン関数 南海トラフの巨大地震モデル検討会 県AVS30モデル （新規計算）

西側ケース 統計的グリーン関数 南海トラフの巨大地震モデル検討会 県AVS30モデル （新規計算）

陸側ケース 統計的グリーン関数 南海トラフの巨大地震モデル検討会 県AVS30モデル （新規計算）

宝永地震（東海・南海） 統計的グリーン関数 （新規計算） 県AVS30モデル （新規計算）

安政地震（南海） 統計的グリーン関数 （新規計算） 県AVS30モデル （新規計算）

東南海・南海2連動 統計的グリーン関数 中央防災会議2003 県AVS30モデル （新規計算）

東海・東南海・南海3連動 統計的グリーン関数 中央防災会議2003 県AVS30モデル （新規計算）

長尾断層 統計的グリーン関数 地震調査研究推進本部 県AVS30モデル （新規計算）

中央構造線断層 統計的グリーン関数 地震調査研究推進本部 県AVS30モデル （新規計算）

M
j

6.9一律
（県全域Mj6.9） 簡易法

（耐震促進計画の手法）

（新規計算） 県AVS30モデル （新規計算）

直下

型地震

L1

強震波形

L2

強震波形

断層～工学基盤 工学基盤～地表面

地震動予測

検討ケース

 

 

資料３ 参考資料２ 
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(2 )  宝 永 地 震 、安 政 南 海 地 震 の震 度 算 定 手 法  

宝 永 地 震 、安 政 南 海 地 震 の工 学 基 盤 面 までの震 度 算 定 は、他 ケースと整

合 を図 り、統 計 的 グリーン関 数 を用 いて算 出 を行 う。 

 

1)統 計 的 グリーン関 数 の概 要  

統 計 的 グリーン関 数 法 は、予 測 対 象 において、地 震 観 測 波 形 がない場 合

でも断 層 モデルを用 いて強 震 動 が予 測 できる手 法 である。計 算 では、断 層 面

を格 子 状 の細 片 に分 割 し、断 層 の破 壊 過 程 に応 じて各 細 片 から観 測 点 へ伝

わる地 震 動 を重 ね合 わされることで断 層 全 体 が破 壊 することによる地 震 動 波 形

を求 める手 法 である。 

 

 

 

図 ：統 計 的 グリーン関 数 法 の概 念 図  

（中 央 防 災 会 議 「東 南 海 ・南 海 地 震 等 の専 門 調 査 会 」より） 

 

統 計 的 グリーン関 数 では下 記 の設 定 を行 う。設 定 下 記 のように巨 視 的 断 層

（断 層 全 体 ）と微 視 的 断 層 （巨 視 的 断 層 の細 分 ）に分 けてパラメータを設 定 す

る。パラメータは、強 震 動 予 測 手 法 レシピ（入 倉 レシピ)に従 って設 定 を行 う。 

 

・ 巨 視 的 断 層 パラメータの設 定  

巨 視 的 断 層 パラメータは、強 震 動 予 測 レシピ等 によって設 定 する。 

・ 微 視 的 断 層 パラメータの設 定  

アスペリティと背 景 領 域 における微 視 的 断 層 モデルは、アスペリティの

面 積 を与 える方 法 によって設 定 する。 
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2 )断 層 パラメータの設 定  

断 層 パラメータの設 定 は、強 震 動 予 測 手 法 レシピ（入 倉 レシピ)に従 い、以

下 のように設 定 を行 った。 

 

a )巨 視 的 断 層 パラメータの設 定  

巨 視 的 断 層 パラメータは、「南 海 トラフの巨 大 地 震 モデル検 討 会 （第 二 次 報

告 ）強 震 断 層 モデル編 －強 震 断 層 モデルと震 度 分 布 について－」（H24.8.29

公 表 ）より設 定 を行 った。 

 

 

 

また、断 層 の位 置 等 の基 本 的 な条 件 は、「日 本 のパラメターハンドブック」よ

り、委 員 会 の意 見 から相 田 モデルで設 定 を行 った。 
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b )微 視 的 断 層 パラメータの設 定  

微 視 的 断 層 パラメータは全 国 地 震 動 予 測 地 図 の公 表 の技術 報 告 書 付 録

3（平 成 ２１年 ７月 ２１日 ・地 震 調 査 研 究 推 進 本 部 ）より設 定 を行 った。 
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設 定 した断 層 のパラメータを次 頁 に示 す。 
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i )断 層 パラメータ 

 

 

表 ：断 層 パラメータ諸 元  

計 計

破壊パターン - -

北緯 N 度 35.14 33.90 33.41 33.40 32.33 - 32.70 33.41 -

東経 E 度 138.73 138.13 136.15 134.57 133.57 - 134.74 136.15 -

深さ d km 2 3 10 1 1 - 1 10 -

走向 θ 度 198 245 250 220 240 - 250 250 -

傾斜角 σ 度 34 24 10 20 20 - 20 10 -

すべり角 λ 度 71 113 124 90 90 - 117 127 -

長さ L km 115 150 150 140 60 - 150 150 -

幅 W km 70 100 70 80 80 - 120 70 -

すべり D m 4.0 4.0 5.6 7.0 13.9 - 6.3 4.7 -

北緯 N 度 - -

東経 E 度 - -

α（係数） α α=16/(7π^3/2) 0.410 0.410 0.410 0.410 0.410 - 0.410 0.410 -

平均応力降下量 Δσ Mpa （南海トラフより） 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 - 4.0 4.0 -

断層面積 S km2 S=W・L 8050 15000 10500 11200 4800 - 18000 10500 -

地震モーメント Mo N・m Mo=α・Δσ・S^(3/2) 1.186E+21 3.016E+21 1.767E+21 1.946E+21 5.460E+20 8.461E+21 3.965E+21 1.767E+21 5.732E+21

モーメントマグニチュード Mw N・m Mw=(logMo-9.1)/1.5 7.98 8.25 8.10 8.13 7.76 8.55 8.33 8.10 8.44

密度 ρ g/cm3 （南海トラフより） 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 - 2.8 2.8 -

Ｓ波速度 Vs km/s （南海トラフより） 3.82 3.82 3.82 3.82 3.82 - 3.82 3.82 -

剛性率 μ N/m2 μ=ρ・Vs^2 4.086E+10 4.086E+10 4.086E+10 4.086E+10 4.086E+10 - 4.086E+10 4.086E+10 -

地震モーメント Mo N・m Mo=μ・D・S 1.316E+21 2.452E+21 2.402E+21 3.203E+21 2.726E+21 1.210E+22 4.633E+21 2.016E+21 6.650E+21

Mw N・m Mw=(logMo-9.1)/1.5 8.01 8.19 8.19 8.27 8.22 8.66 8.38 8.14 8.48

Vr km/s Vr=0.72・Vs 2.750 2.750 2.750 2.750 2.750 - 2.750 2.750 -

Vs km/s （南海トラフより） 3.820 3.820 3.820 3.820 3.820 - 3.820 3.820 -

分割数 n 個 （入力） 10 10 10 10 10 - 10 10 -

余震の地震モーメント Mo' N・m Mo'=Mo/n^3 1.186E+18 3.016E+18 1.767E+18 1.946E+18 5.460E+17 - 3.965E+18 1.767E+18 -

余震のモーメントマグニチュード Mw' N・m Mw=(logMo-9.1)/1.5 5.98 6.25 6.10 6.13 5.76 - 6.33 6.10 -

NL 個 10 10 10 10 10 - 10 10 -

NW 個 10 10 10 10 10 - 10 10 -

Nk 個 10 10 10 10 10 - 10 10 -

A N・m/s2 A=2.46・10^10・(Mo・10^7)^(1/3) 5.610E+19 7.658E+19 6.407E+19 6.617E+19 4.332E+19 - 8.389E+19 6.407E+19 -

R km πR^2=S 50.62 69.10 57.81 59.71 39.09 - 75.69 57.81 -

β km/s （南海トラフより） 3.82 3.82 3.82 3.82 3.82 - 3.82 3.82 -

r km r=(7π/4)・(Mo/(A・R))・β^2 34 46 38 40 26 - 50 38 -

Sa km2 Sa=πr^2 3526 6571 4600 4906 2103 - 7885 4600 -

44% 44% 44% 44% 44% - 44% 44% -

Sb km2 Sb=S-Sa 4524 8429 5900 6294 2697 - 10115 5900 -

ξ （推本） 2 2 2 2 2 - 2 2 -

Da m Da=ξ・D 8.0 8.0 11.2 14.0 27.8 - 12.6 9.4 -

Moa N・m Moa=μ・Da・Sa 1.153E+21 2.148E+21 2.105E+21 2.807E+21 2.388E+21 - 4.059E+21 1.767E+21 -

Mob N・m Mob=Mo-Moa 1.630E+20 3.037E+20 2.976E+20 3.968E+20 3.377E+20 - 5.740E+20 2.498E+20 -

Db m Db=Mob/(μ・Sb) 0.9 0.9 1.2 1.5 3.1 - 1.4 1.0 -

- -

微視的断

層諸元

直線破壊

項目

宝永地震（東海・南海）・相田モデル 安政地震（南海）・相田モデル

備考

セグメント セグメント

135.40

巨視的断

層諸元

地震モーメント

地震モーメント

（剛性率から）

断層モデ

ル

直線破壊

断層諸元

破壊中心

（Q点）：震源

33.20 33.00

135.90

断層面幅方向分割数

断層時間的破壊過程合成数

短周期レベル

モーメントマグニチュード Mw

破壊伝搬速度 Vr

地震伝搬速度 Vs

「日本のパラメターハンド

ブック」より

アスペリティ全体の平均すべり量

アスペリティの地震モーメント

背景領域の地震モーメント

背景領域の平均すべり量

アスペリティ位置

総面積の等価半径

岩盤のS波速度 (=Vs）

アスペリティの等価半径

アスペリティの総面積

背景領域の総面積

（係数）

分割数10

断層面長さ方向分割数

 



 8  

i i )アスペリティの設 定  

アスペリティは既 往 研 究 成 果 を参 考 に以 下 のように設 定 を行 った。 

 

（安 政 南 海 地 震 ） 

破 壊 開 始 点 ：震 源  

アスペリティ面 積 ；断 層 の 44% 

 

 

 

 

（参 考 ：高 知 県 モデル） 

 

 

セグメント① セグメント②

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 セグメント

2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

5 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 6 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

7 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 7 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

8 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 8 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1



 9  

 

（宝 永 地 震 ） 

破 壊 開 始 点 ：震 源  

アスペリティ面 積 ；断 層 の 44% 

セグメント① セグメント② セグメント③ セグメント④ セグメント⑤

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

5 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 6 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 6 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 6 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 6 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

7 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 7 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 7 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 7 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 7 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

8 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 8 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 8 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 8 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 8 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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（第 2 回 委 員 会 資 料 より） 
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(3 )  気 象 庁 マグニチュード 6.9 程 度 一 律 の地 震 動 予 測  

「香 川 県 地 震 ・津 波 被 害 想 定 調 査 委 員 会 」では、Ｍ6.9～Ｍ7.0 程 度 の地

震 はどこでも起 こるものと考 え検 討 を行 うことが必 要 との意 見 をいただいている。 

 

表 ：検 討 条 件  

検討条件 設定

地震動予測

手法

経験的手法：「震源からの距離に応じて地震の揺れの強さ

を推定する経験的手法」、「表層地盤の柔らかさに応じて

地震動がどの程度増幅するかを推定する経験的手法」に

より地震動を推定

対象震度 M
j

6.9

 

 

 

 

「地 震 防 災 マップ作 成 技 術 資 料 ・P63」（H17.3・内 閣 府 ） 
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（参 考 ）工 学 基 盤 の地 震 動 の予 測 手 法  

地 震 動 の予 測 手 法 は下 記 の通 りで、南 海 トラフの巨 大 地 震 モデル検 討 会

では、経 験 的 手 法 、統 計 的 グリーン関 数 、「香 川 県 地 震 被 害 想 定 調 査 ・Ｈ７

年 度 」では、経 験 的 手 法 （Fukush ima & Tanaka 1991）で算 出 を行 っている。 

 

表 :地 震 動 の予 測 手 法  

地震動評価手法の特徴 長所(○）・短所（×） 利用状況

簡易法 多数の地震観測記録を統計的に処

理して求められた回帰モデルを用

いて予測する手法、地震動最大値

やスペクトル、波形の経時特性など

を対象に回帰モデルを作成する。

○観測値の平均的特性を反映した

予測値が得られる。

×震源域での破壊過程を反映する

ことが難しい。

広く一般的に利用

されている。

翠川・小

林の方法

経験的距離減衰式を断層モデルに

よる地震動の評価手法を結びつけ

て、断層の広がり、断層破壊過程を

考慮して地震動を推定できる手法

である。

○簡便法、設計実務上広く用いら

れている。

×経験的手法を利用していることか

ら、物理的意味にあいまいなところ

がある。

広く一般的に利用

されている。

経験的グ

リーン関数

予測地点で得られた中小地震観測

記録を要素地震波とし、断層モデ

ルの考え方に基づいてこれを重ね

合わせて大地震時の地震動を評価

する手法である。

○震源の破壊過程とサイト固有の

特性を

反映した予測が可能

×観測記録がないと評価できない

国、県、政令指定

都市レベルで用い

られている。

統計的グ

リーン関数

多数の地震観測記録を処理して求

められた平均的特性を有する要素

波を作成し、断層モデルの考え方

に基づいてこれを重ね合わせて大

地震時の地震動を評価する手法。

地盤増幅特性は別途考慮する。

○観測記録がなくても評価可能

○震源の破壊過程を反映した予測

が可能である。

×盆地など不整形の影響の評価が

難しい。

×評価結果のバラツキが大きい。

国、県、政令指定

都市レベルで用い

られている。

断層モデルの理論に基づいて震源

特性を求め、地震波の伝播特性と

表層地盤の増幅特性を弾性波動

論により理論的に計算し、評価する

手法。表層のサイト特性は経験的

に求めたものを利用することも可能

である。

○震源域での破壊過程及び盆地

の影響を反映したやや長周期地震

動を精度よく予測可能である。

×多くの情報が必要である。

×短周期帯域での地震動の評価

は困難である。

事例が少ない。

長周期帯域は理論的方法、短周期

帯域は半経験的方法で求め、それ

らを合成する手法。それぞれの寄

与は中間的な周期でフィルターして

足し合わせる。

○広周期帯域の強震動予測が行え

る。

×マッチング周期の選択が重要で

ある。

×使用手法の欠点をそのまま反映

される。

事例が少ない。

評価方法

ハイブリッド合成

法

理論的方法

半経

験的

手法

経験

的手

法
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地震・津波被害想定の県民の方々への

分かりやすい公表について

＜＜＜＜資料作成資料作成資料作成資料作成にあたりにあたりにあたりにあたり考慮考慮考慮考慮するするするする点点点点＞＞＞＞＜＜＜＜資料作成資料作成資料作成資料作成にあたりにあたりにあたりにあたり考慮考慮考慮考慮するするするする点点点点＞＞＞＞

○○○○ 県民県民県民県民がががが避難行動等避難行動等避難行動等避難行動等をををを考考考考えるうえでえるうえでえるうえでえるうえで真真真真にににに必要必要必要必要とととと思思思思われるわれるわれるわれる資料資料資料資料をををを選択選択選択選択しししし、、、、

公表公表公表公表するするするする。。。。

○○○○ 公表公表公表公表のののの意図意図意図意図（（（（ねらいねらいねらいねらい））））やややや目的目的目的目的をををを資料内資料内資料内資料内にににに記載記載記載記載しししし、、、、資料資料資料資料のののの活用方法活用方法活用方法活用方法がががが

きちんときちんときちんときちんと伝伝伝伝わるようわるようわるようわるよう工夫工夫工夫工夫するするするする。。。。

○○○○ 平易平易平易平易なななな表現表現表現表現をををを基本基本基本基本としとしとしとし、、、、専門用語専門用語専門用語専門用語にはにはにはには図表図表図表図表をををを用用用用いていていていて解説解説解説解説をををを加加加加えるなえるなえるなえるな

どどどど、、、、内容内容内容内容がががが簡単簡単簡単簡単にににに理解理解理解理解できるようできるようできるようできるよう工夫工夫工夫工夫するするするする。。。。

○○○○ 現実現実現実現実にはにはにはには、、、、公表公表公表公表どおりのどおりのどおりのどおりの地震地震地震地震・・・・津波津波津波津波がががが起起起起こるとはこるとはこるとはこるとは限限限限らないのでらないのでらないのでらないので、、、、コメコメコメコメ

ントントントントをををを記載記載記載記載するなどするなどするなどするなど、、、、想定想定想定想定だけにとらわれだけにとらわれだけにとらわれだけにとらわれ、、、、想定想定想定想定がががが「「「「安心材料安心材料安心材料安心材料」」」」にならにならにならになら

ないないないないようようようよう工夫工夫工夫工夫するするするする。。。。

資料資料資料資料４４４４－－－－１１１１

【【【【基本的考基本的考基本的考基本的考ええええ方方方方】】】】

県民県民県民県民のののの方方方方々々々々がががが、、、、地震地震地震地震やややや津波津波津波津波のことをのことをのことをのことを「「「「正正正正しくしくしくしく知知知知りりりり」、「」、「」、「」、「正正正正しくしくしくしく恐恐恐恐れるれるれるれる」」」」

ことができるようことができるようことができるようことができるよう、、、、正確正確正確正確かつかつかつかつ分分分分かりやすいかりやすいかりやすいかりやすい公表公表公表公表にににに努努努努めるめるめるめる。。。。



1

公表資料公表資料公表資料公表資料とそのねらいとそのねらいとそのねらいとそのねらい

【【【【海溝型地震海溝型地震海溝型地震海溝型地震】】】】

・・・・最大最大最大最大クラスクラスクラスクラス

・・・・ 津波津波津波津波によるによるによるによる最大浸水域最大浸水域最大浸水域最大浸水域とととと浸水深浸水深浸水深浸水深をををを提示提示提示提示

・・・・ 浸水深浸水深浸水深浸水深ごとのごとのごとのごとの避難行動避難行動避難行動避難行動のののの目安目安目安目安やややや建物等建物等建物等建物等

へのへのへのへの影響影響影響影響をををを理解理解理解理解してもらうことでしてもらうことでしてもらうことでしてもらうことで、、、、避難行避難行避難行避難行

動動動動をををを考考考考えるためのえるためのえるためのえるための資料資料資料資料としてとしてとしてとして公表公表公表公表

【【【【海溝型地震海溝型地震海溝型地震海溝型地震】】】】

・・・・最大最大最大最大クラスクラスクラスクラス

・・・・発生頻度発生頻度発生頻度発生頻度のののの高高高高いいいいものものものもの

③③③③津波浸水津波浸水津波浸水津波浸水

予測図予測図予測図予測図

津波津波津波津波

項目項目項目項目 区分区分区分区分 公表公表公表公表のねらいのねらいのねらいのねらい

地震地震地震地震

①①①①震度分布震度分布震度分布震度分布

図図図図

【【【【海溝型地震海溝型地震海溝型地震海溝型地震】】】】

・・・・最大最大最大最大クラスクラスクラスクラス

・・・・発生頻度発生頻度発生頻度発生頻度のののの高高高高いいいいものものものもの

【【【【直下型地震直下型地震直下型地震直下型地震】】】】

・・・・中央構造線中央構造線中央構造線中央構造線

・・・・長尾断層長尾断層長尾断層長尾断層

・・・・ 各地域各地域各地域各地域でででで想定想定想定想定されるされるされるされる震度震度震度震度をををを提示提示提示提示

・・・・ 建物建物建物建物のののの耐震化対策耐震化対策耐震化対策耐震化対策、、、、家具家具家具家具のののの固定等固定等固定等固定等のののの地地地地

震前震前震前震前のののの備備備備ええええ及及及及びびびび地震時地震時地震時地震時のののの避難行動避難行動避難行動避難行動をををを考考考考ええええ

るるるるためためためためのののの資料資料資料資料としてとしてとしてとして公表公表公表公表

②②②②液状化危液状化危液状化危液状化危

険度予測図険度予測図険度予測図険度予測図

・・・・ 液状化液状化液状化液状化によるによるによるによる危険度危険度危険度危険度ををををランクランクランクランク分分分分けしてけしてけしてけして提示提示提示提示

・・・・ 地震地震地震地震によるによるによるによる揺揺揺揺れれれれがががが収束収束収束収束しししし避難避難避難避難するするするする際際際際、、、、液液液液

状化状化状化状化によによによによるるるる支障支障支障支障がががが生生生生じるじるじるじる恐恐恐恐れをれをれをれを把握把握把握把握したりしたりしたりしたり、、、、

構造物等構造物等構造物等構造物等をををを設計設計設計設計するするするする際際際際、、、、液状化液状化液状化液状化にににに対対対対するするするする

詳細詳細詳細詳細なななな調査及調査及調査及調査及びびびび対策対策対策対策がががが必要必要必要必要になるになるになるになるかどうかどうかどうかどう

かをかをかをかを判断判断判断判断するするするする目安目安目安目安になるになるになるになる資料資料資料資料としてとしてとしてとして公表公表公表公表

④④④④最大津波最大津波最大津波最大津波

水位図水位図水位図水位図・・・・最最最最

大津波到達大津波到達大津波到達大津波到達

時間図時間図時間図時間図

（（（（主要港等主要港等主要港等主要港等））））

・・・・ 香川県沿岸香川県沿岸香川県沿岸香川県沿岸のののの主要港主要港主要港主要港やややや漁港等漁港等漁港等漁港等におけにおけにおけにおけ

るるるる最大津波高及最大津波高及最大津波高及最大津波高及びそのびそのびそのびその到達時間到達時間到達時間到達時間をををを提示提示提示提示

・・・・ 海岸付近海岸付近海岸付近海岸付近でのでのでのでの避難行動避難行動避難行動避難行動やややや被害被害被害被害をををを想定想定想定想定

するためのするためのするためのするための資料資料資料資料としてとしてとしてとして公表公表公表公表

資料資料資料資料４４４４－－－－２２２２
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項目項目項目項目 区分区分区分区分 公表公表公表公表のねらいのねらいのねらいのねらい

津波津波津波津波

⑤⑤⑤⑤津波影響津波影響津波影響津波影響

開始時間図開始時間図開始時間図開始時間図

（（（（主要港等主要港等主要港等主要港等））））

【【【【海溝型地震海溝型地震海溝型地震海溝型地震】】】】

・・・・最大最大最大最大クラスクラスクラスクラス

※※※※発生頻度発生頻度発生頻度発生頻度のののの高高高高いいいい津津津津

波波波波についてはについてはについてはについては、、、、③③③③津波津波津波津波

浸水予測図浸水予測図浸水予測図浸水予測図のみをのみをのみをのみを公公公公

表表表表

・・・・ 津波津波津波津波によりによりによりにより、、、、初期水位初期水位初期水位初期水位からからからから±±±±２０２０２０２０ｃｍ（ｃｍ（ｃｍ（ｃｍ（海辺海辺海辺海辺

にいるにいるにいるにいる者者者者のののの人命人命人命人命にににに影響影響影響影響がががが出出出出るるるる恐恐恐恐れのあるれのあるれのあるれのある水水水水

位位位位））））のののの変化変化変化変化がががが生生生生じるじるじるじる時間時間時間時間をををを「「「「津波影響開始時津波影響開始時津波影響開始時津波影響開始時

間間間間」」」」としてとしてとしてとして提示提示提示提示

・・・・ 津波津波津波津波がががが沿岸沿岸沿岸沿岸にににに到達到達到達到達しししし影響影響影響影響がががが出出出出るるるる時間時間時間時間をををを理理理理

解解解解してもらうことでしてもらうことでしてもらうことでしてもらうことで、、、、避難行動避難行動避難行動避難行動をををを考考考考えるためのえるためのえるためのえるための

資料資料資料資料としてとしてとしてとして公表公表公表公表

⑥⑥⑥⑥浸水深浸水深浸水深浸水深

３０３０３０３０cmcmcmcm到達到達到達到達

時間予測図時間予測図時間予測図時間予測図

・・・・ 浸水深浸水深浸水深浸水深３０３０３０３０ｃｍ（ｃｍ（ｃｍ（ｃｍ（避難行動避難行動避難行動避難行動がとれなくなるがとれなくなるがとれなくなるがとれなくなる深深深深

ささささ））））のののの到達時間到達時間到達時間到達時間をををを提示提示提示提示

・・・・ 地震地震地震地震によるによるによるによる地殻変動地殻変動地殻変動地殻変動（（（（地盤沈下地盤沈下地盤沈下地盤沈下））））等等等等によりによりによりにより、、、、

津波津波津波津波がががが来来来来るるるる前前前前にににに水水水水がががが浸入浸入浸入浸入してくるしてくるしてくるしてくる場所場所場所場所がががが把把把把

握握握握できるできるできるできる

・・・・ 津波津波津波津波のののの浸水浸水浸水浸水によりによりによりにより避難行動避難行動避難行動避難行動ができなくなるができなくなるができなくなるができなくなる

時間時間時間時間をををを理解理解理解理解してもらうことでしてもらうことでしてもらうことでしてもらうことで、、、、避難行動避難行動避難行動避難行動をををを考考考考

えるためのえるためのえるためのえるための資料資料資料資料としてとしてとしてとして公表公表公表公表

⑦⑦⑦⑦ＣＧＣＧＣＧＣＧ

・・・・ 沿岸部沿岸部沿岸部沿岸部でのでのでのでの津波津波津波津波のののの動動動動きがきがきがきが分分分分かるかるかるかるＣＧＣＧＣＧＣＧをををを提示提示提示提示

・・・・ ＣＧＣＧＣＧＣＧによりによりによりにより津波津波津波津波によるによるによるによる挙動挙動挙動挙動をををを視覚的視覚的視覚的視覚的にににに表現表現表現表現

することですることですることですることで、、、、香川県香川県香川県香川県にくるにくるにくるにくる津波津波津波津波にににに対対対対するするするする正正正正しししし

いいいいイメージイメージイメージイメージをををを持持持持ってもらうってもらうってもらうってもらう資料資料資料資料としてとしてとしてとして公表公表公表公表

※公表資料の項目や公表時期を変更することもあり得る。
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地震の公表資料のイメージ

①①①①①①①① 震度分布図震度分布図震度分布図震度分布図震度分布図震度分布図震度分布図震度分布図

資料資料資料資料4444----3333

公表資料のねらい（資料4-2）
に基づき、この図から分かること

やこの図の目的（県民の方々に

伝えたいこと）等について、県民

の方々にとって分かりやすい表

現で記載

この図の目的

公表資料の見方や資料を見る

にあたっての注意事項及び資料

内容の前提条件（シミュレーショ

ン条件）等について、県民の

方々にとって分かりやすい表現

で記載

この図の見方
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②②②②②②②② 液状化危険液状化危険液状化危険液状化危険液状化危険液状化危険液状化危険液状化危険度予測度予測度予測度予測度予測度予測度予測度予測図図図図図図図図

公表資料のねらい（資料4-2）
に基づき、この図から分かること

やこの図の目的（県民の方々に

伝えたいこと）等について、県民

の方々にとって分かりやすい表

現で記載

この図の目的

公表資料の見方や資料を見る

にあたっての注意事項及び資料

内容の前提条件（シミュレーショ

ン条件）等について、県民の

方々にとって分かりやすい表現

で記載

この図の見方

極めて

発生しにくい

発生しにくい

発生しやすい

極めて

発生しやすい

対策検討

の必要性

液状化発生

の可能性

低

高
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津波の公表資料のイメージ

③③③③③③③③ 津波浸水予測津波浸水予測津波浸水予測津波浸水予測津波浸水予測津波浸水予測津波浸水予測津波浸水予測図図図図図図図図【【【【【【【【広域版広域版広域版広域版広域版広域版広域版広域版】】】】】】】】

公表資料のねらい（資料4-2）
に基づき、この図から分かること

やこの図の目的（県民の方々に

伝えたいこと）等について、県民

の方々にとって分かりやすい表

現で記載

この図の目的

公表資料の見方や資料を見る

にあたっての注意事項及び資料

内容の前提条件（シミュレーショ

ン条件）等について、県民の

方々にとって分かりやすい表現

で記載

この図の見方

図中図中図中図中のののの地区地区地区地区割割割割りはりはりはりはイメージイメージイメージイメージ

浸水深の説明

浸水深による避難と被害の目安

 

浸水深(m) 

東京湾平均海面(T.P.) 

津波水位 
(T.P.m) 

浸水域（浸水深を着色） 

海岸線 
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③③③③③③③③ 津波浸水予測図津波浸水予測図津波浸水予測図津波浸水予測図津波浸水予測図津波浸水予測図津波浸水予測図津波浸水予測図【【【【【【【【詳細版詳細版詳細版詳細版詳細版詳細版詳細版詳細版】】】】】】】】（（（（（（（（○○○○○○○○○○○○○○○○地区地区地区地区地区地区地区地区））））））））

下図は1/25000地形図を使用

総枚数は40枚程度

浸水深の説明図

位置図

浸水深による避難と被害の目安

公表資料のねらい（資料4-2）に基
づき、この図から分かることやこの

図の目的（県民の方々に伝えたいこ

と）等について、県民の方々にとって

分かりやすい表現で記載

この図の目的

公表資料の見方や資料を見るに

あたっての注意事項及び資料内容

の前提条件（シミュレーション条件）

等について、県民の方々にとって分

かりやすい表現で記載

この図の見方

 

浸水深(m) 

東京湾平均海面(T.P.) 

津波水位 
(T.P.m) 

浸水域（浸水深を着色） 

海岸線 
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最大津波高
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④④④④④④④④ 最大津波水位図最大津波水位図最大津波水位図最大津波水位図最大津波水位図最大津波水位図最大津波水位図最大津波水位図

最大津波水位

公表資料のねらい（資料4-
2）に基づき、この図から分
かることやこの図の目的（県

民の方々に伝えたいこと）等

について、県民の方々にとっ

て分かりやすい表現で記載

この図の目的

公表資料の見方や資料を

見るにあたっての注意事項

及び資料内容の前提条件

（シミュレーション条件）等に

ついて、県民の方々にとって

分かりやすい表現で記載

この図の見方

 

初期地盤沈降量 

（地震に伴う海底

地盤の沈降による

海面の上昇） 

朔望平均満潮位 

（各月の最高満

潮位の平均値） 

最大津波高 

最大津波水位 

∥∥∥∥    

最大津波高 

＋＋＋＋    

初期地盤沈降量 

＋＋＋＋    

朔望平均満潮位 

 

地震地震地震地震    

にににに伴伴伴伴うううう    

海面海面海面海面のののの

上昇上昇上昇上昇    

 

最大津波水位図の見方

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

0 1 2 3 4 5 6

時間

津
波

水
位

最大津波水位

T.P.(m)

凡例（最大津波水位図の見方）

の棒グラフを記載

凡例（最大津波水位図の見方）

の棒グラフを記載
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④④④④④④④④ 最大津波到達時間図最大津波到達時間図最大津波到達時間図最大津波到達時間図最大津波到達時間図最大津波到達時間図最大津波到達時間図最大津波到達時間図

最大津波到達時間

公表資料のねらい（資料4-
2）に基づき、この図から分
かることやこの図の目的（県

民の方々に伝えたいこと）等

について、県民の方々にとっ

て分かりやすい表現で記載

この図の目的

公表資料の見方や資料を

見るにあたっての注意事項

及び資料内容の前提条件

（シミュレーション条件）等に

ついて、県民の方々にとって

分かりやすい表現で記載

この図の見方

凡例

上段：地点名

下段：最大津波到達時間（分）

関谷港

○○

豊浜港

○○

花稲漁港

○○

観音寺港

○○

室本港

○○

曽保漁港

○○

仁尾港

○○

大浜

○○

生里漁港

○○

須田

○○

引田港

○○

白鳥港

○○

三本松港

○○

脇本漁港

○○

志度港

○○

塩屋

○○

庵治港

○○

高松東港

○○

高松港

○○

高松貯木場

○○

生島

○○

木沢湾

○○

林田町

洲鼻

○○

坂出港

○○

御供所

漁港

○○

宇多津

○○

丸亀港

○○

多度津港

○○

津島

○○

伊吹漁港

○○

粟島港

○○

長崎

○○

江の浦港

○○

茂浦漁港

○○

泊港

○○

櫃石島

○○

宮浦港

○○

本村

○○

女木港

○○

積浦漁港

○○

池田港

○○

内海港

○○

大部港

○○

90分

2時間

3時間

4時間

竹浦漁港

○○

与島港

○○

江泊

○○

津田港

○○

大島

○○

王子前漁港

○○

男木港

○○

浦浜

○○

本村漁港

○○

家浦港

○○

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

0 1 2 3 4 5 6

時間

津
波
水

位

最大津波到達時間

T.P.(m)
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⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤ 津波影響開始時間図津波影響開始時間図津波影響開始時間図津波影響開始時間図津波影響開始時間図津波影響開始時間図津波影響開始時間図津波影響開始時間図

公表資料のねらい（資料4-
2）に基づき、この図から分
かることやこの図の目的（県

民の方々に伝えたいこと）等

について、県民の方々にとっ

て分かりやすい表現で記載

この図の目的

公表資料の見方や資料を

見るにあたっての注意事項

及び資料内容の前提条件

（シミュレーション条件）等に

ついて、県民の方々にとって

分かりやすい表現で記載

この図の見方

凡例

上段：地点名

下段：津波影響開始時間(分)

浦浜

○○

江の浦港

○○

茂浦漁港

○○

泊港

○○

与島港

○○

櫃石島

○○

竹浦漁港

○○

宮浦港

○○

本村

○○

女木港

○○

男木港

○○ 大島

○○

積浦漁港

○○

家浦港

○○

池田港

○○

王子前漁港

○○

内海港

○○

大部港

○○

関谷港

○○

豊浜港

○○

花稲漁港

○○

観音寺港

○○

室本港

○○

曽保漁港

○○

仁尾港

○○

大浜

○○

生里漁港

○○

須田

○○

津島

○○

多度津港

○○

丸亀港

○○

宇多津

○○

御供所

漁港

○○

坂出港

○○

林田町

洲鼻

○○

木沢湾

○○

生島

○○

高松貯木場

○○

高松港
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○○
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長崎

○○

津波影響開始時間

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

0 1 2 3 4 5 6

時間

津
波
水

位

朔望平均満潮位+20cm

朔望平均満潮位－20cm

津波影響開始時間

地震発生直後の朔望平均満潮位
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⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥ 浸水深浸水深浸水深浸水深浸水深浸水深浸水深浸水深30cm30cm30cm30cm30cm30cm30cm30cm到達時間到達時間到達時間到達時間到達時間到達時間到達時間到達時間予測図予測図予測図予測図予測図予測図予測図予測図

下図は1/25000地形図を使用

総枚数は40枚程度

浸水深の説明

位置図

公表資料のねらい（資料4-
2）に基づき、この図から分
かることやこの図の目的（県

民の方々に伝えたいこと）等

について、県民の方々にとっ

て分かりやすい表現で記載

この図の目的

公表資料の見方や資料を

見るにあたっての注意事項

及び資料内容の前提条件

（シミュレーション条件）等に

ついて、県民の方々にとって

分かりやすい表現で記載

この図の見方
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